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は罪を犯す時，その罪から逃れるために，定め られた律法に従わねばならな人

い。 アダムはサタンにいざなわれ，その誘惑に応 じた。その罪により，アダ

ムは霊の死をうけた。すなわち主の御前か ら断ち切 られたのである。

神の御前に再びたち帰る方法はただ一つあった。それは霊的死の状態か ら，霊的

に生きる状態へ と変る，霊的再生によるものである。

主はアダムに天使を送 られ，アダムが天父の御前にたち帰ることのできる贈いの

計画をお知 らせになった。またこの計画の中で瞭い主，イエス ・キ リス トの使命が

明 らかにされた。そこで主はすべての人々に，信仰，悔い改め，水のバプテスマ，

聖霊の賜により霊的再生をお与えになってきた。それによっで帰る意志のあるもの

はことこ．とく神の御前に帰ることが可能なのである。この死すべき状態はアダムの

すべての子孫に受けつがれてきた。自ら責任をとれる年令に達するすべての者は，

福音の原則に忠実に従 うことによってこの霊の死から賭われないかぎり，神の御前

か らたち切 られている。すなわち霊の死を受けているのである。
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今 月 の 表 紙

今月は最近の教 会の世界共通機関

誌 （ユニ ファイ ド・マガジン）の表

紙を集めたものである。 それは１７力

国語の地域 において教会員に購読 さ

れ る３６ページの月刊誌 に用い られて

い る名称 である。 これは エラ誌 ３月

号 の表紙 にも用 いられた。

本誌 の記事の選択， レイアウ ト，

デザ イン，絵，写真，表紙はすべ て

教 会本部で決め られ，出版 されると

ころか ら，世界共通機関誌 とい う言

葉が あて られた。 記事 の選択 か ら１７

力国語の印刷完了 まで，数多 くの作

業 と労苦を経て約 ４カ月 が費や され

る。 た とえば，ある言語で は，同一の

内容で も英語の割増 しの ２ペー ジを

占め る。従 って各誌 の記事のデザ イ

ンと割つけ とは， この点 に充分な考

慮 を払わなけれ ばならない。記事の

選 択においてさえ，数 々の問題があ

る。教 会のすべて の地域に神殿 や宗

教講座 があるわ けでは な く，あ らゆ

る事柄につ いて必ず しも同 じ考え，

習慣 があるとは限 らないので，記 事

は，すべ ての末 日聖徒に共通に必要

な ことや，各言語 グループの必要 に

合 わせ て選択 されねばな らない。



〈予言者のことば〉
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世界の我が教会

大管長 デビド０．マツケイ

教 会 に祝福 あれ。主の祝福 があ らゆる国

民 にあ まね く及び，．主の 「みた ま」 の力に

ょ．り人々の心が善意 と平安 で満 た され んこ

とを。
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バ ンデ ンバ ーグ管理 監督 に よ る 「什 分 の 一 に つ い

て」等 。

子供 達 は，十 二使 徒評 議員会 全 員の 肖像 画 と説教

の載 って い る四ペ ージの記事 を見 つ けた。 また特 別

読 物 として， 二人 の青 年が他 人 の利益 よ りも誠実 さ

を取 った記事 「人 物評 価」 が あ り，続 いて ， 「お と

な一 学 ぶべ き人 々」， 「改 めた い母 親 の習慣」， 「レッ

ス ンの準 備」，「報 いあ る健 康 の法則」， 「友 はＭ ＩＡ

で で きる」， 「権能 です って ？何 をす る権能 で すか」
「人 々の悪 しき くわだて」 が あ る。 終 りのペ ー ジに

は， 南部 極東伝 道部 の教 会や教 会員 に関 し，興 味 の

あ るまた大切 な記事 が載 ってい る。 聖徒 之声 は， 毎

月 約千冊 が発送 されて い る。

同 じ頃， 国語 で分類 した世 界 中の十 六地域 の教 会

員 は， 自国語 に翻 訳 されて は い るが 同 じ表紙 ， レイ

ア ウ ト，写 真，記 事， 特集 の雑 誌 を受 け取 った。 違

い と言 え ば ロー カル版 の五 ペ ー ジだけで あ る。

英 語以外 の言 葉 を話 す教 会 の人 々の ため に共 通機

関誌 を とい うア イデ ィアは，十 二使 徒評 議員 のハ ワ

ー ド Ｗ． ハ ンター長老 が１９６６年 ヨー ロ ッパ 伝道 部

を監督 して いた頃 の発想 で あ る。

伝道部 を次か ら次 へ と旅 し，伝 道部 役員達 の働 き

を見 た時， ハ ンター長老 は，伝 道部機 関誌 を編 集す

るたあ に伝道 部長 や宣教 師が非 常 な時間 を さいて お

り， また， 機 関誌 は伝道 部 によ り質 ， 内容 ともまち

まちで あ る ことに気 が つい た。 そ こで， 宣教 師の 時

間， 費用 を節 約 し， 同 時 に質 の 向上 を図 り， 機 関誌

を統 一 し，調 整 す る働 きか けに移 ・った。

ハ ンター長 老 は，教 会 の翻 訳， 配送 の監督 者 で あ

る。 ジ ョン Ｈ． バ ンデ ンバ ー グ管 理監督 と ビクタ

ー Ｌ． ブラウ ン副監 監 の援助 を得 て問題 解決 に あ

た った。 この計 画 を推 進 す るにあ た り， 当時 Ｊ． ト

ー マス ・フ ァィア ン兄 弟， 現在 は ジ ョン Ｅ． カー

兄弟 監督 の翻訳 ，配送 部 の多大 な 協力 があ った。

研究 を重ね た結果 ， イ ンプル ー ヴメ ン トエ ラ， イ

ンス トラク ター， チル ドレ ンズ フ レ ン ド， 扶 助協 会

誌 か ら最 も重 要で適 切 な記事 を選 び， それ らに， 教

会 の各 組織 が準備 した記 事 と伝道 部長 の指示 によ り

作 成 され た地 方 の記事 を載せ るのが最善 の方 法 との

結論 が 出た。 次 に これ らの記事 を各 国語 に 翻 訳 す

る。 これ は， 以前 か らほ とん どすべ ての伝 道部 で行

なわ れて いた ので， ソル トレー クか らの指 示 に よ り

翻 訳 を各伝道 部地 域で 行 な うことは容易で あ った。

最初 の共 通機 関誌 は ヨー ロ ッパ の九 ケ国語で 出版

された。 そ して，他 の伝 道部 の指導 者 も出版 が可能

と見 るや， 共通 機 関誌 の出版 に加 わ り，極 東 や ポ リ

ネ シア地 域 も加 わ った。 現在 で は， ア メ リカ イ ンデ

ィア ン用 の英語 版 を含 めて１７ケ国 語 に印刷 されて い
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る。現 在 出版 され てい る国語 と雑誌 名 は次 の通 りで

あ る。

四誌 まで が，主 が 予言 者 リーハ イ とその家 族 が荒

野 を旅 す る時 与 え られ た羅針 盤 に ちなんで リア ホナ

と呼 ばれて い るのは興 味あ ると ころで あ る。

共通 機関 誌 の多 くは初版 よ り何 年 も経て い るので

帰 還宣教 師 や その他 の人 々に愛読 されて い る。例 え

ば， ドイツの ＤｅｒＳｔｅｍ は，今 年創 刊百 年を記 念 し

て 特別 号を発 刊 した。 それ は，１８６９年 に始 ま り， ド

イツ語 を話 す人 々に 多大な 貢献 を な して い る。現 在

購 読者 数 は約６，０００で あ る。

１９４５年 創刊 の スペ イ ン語 誌 Ｌｉａｈｏｎａ は， ７，７００の

購読 者 を有 してい る。

購読 者数 で スペ イ ンに次 ぐのは フラ ンス語 誌で そ

の数３，７５０，１９２８年 に創刊 され た。

一方
， 創刊 が新 し く，購 読者 の少 い誌 もあ る。 例

え ば， イ タ リヤ語 の Ｌａ Ｓｔｅ１１ａな どは５００人で あ る。

最 新 の ものでは，１９６８年創刊 の タ ヒ チ 語 の Ｔｅ

Ｔｉａｒａｍａが あ り， 仏領 ポ リネ シア伝道 部 向け に 出版

されて お り， 創 刊 は １９６８年で あ る。 フ ラ ン ス の

Ｌ’Ｅｔｏｌｌｅも同伝道 部 内の 聖徒 達 に購 読 されて い る。

１９６８年 ８月共 通機 関誌 の編集 責任 は， 新 たに組織

され，コ リレー シ ョン役 員会会 長 ハ ロル ド Ｂ． リー

長老 の監 督下 に あ る教会 編集 部へ移 管 され た。 編 集
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部員は，最 新の英語誌か ら毎月記 事を選び，．審査 し

それが共通機関誌の予定記事になる。そ して，各国
◇ 汐 睡語 地域 の代表者 か らな る教会翻 訳部 の委 員会 が それ

らを 審奪 した後 ，教 会 コ リレー シ ョン委員 会 の代 表

者 が それ らの記 事 を読む。 レイア ウ ト，写 真，版 下

翻訳 者用 の写 しを作 成 した後，翻 訳部 に よ り各 国語

地域 の代 表者 に送 られ， １６力国語 に翻訳 され る。

そ して 翻訳 され た原稿 は， ５ペ ー ジの伝道 部記事

と共 に七 ケ所 にあ る印刷 所 に送 られ る。

一方
， ソル トレー ク市 の編 集部 は， 表紙用 の カ ラ 試

一分解 フ イル ムを作 る。 それ らは主 に イ ンプル ー ヴ ．、

び サモアメ ン トエ ラか らとった もので あ る。 その他 に本 紙 で

使 うポ ジ フィ・レム， ネガ フ ィル ム， 版下 も作成 され ０ ．。％ ，ジザ

る。 これ らは レイアウ トや 印刷 の指示 と共 に， 印刷

所へ直 接送付 された後， 印刷 に着 手す る。．

ン捲 墜饗 即 箪 猟 鳳 孫 “Ｃ・・一ジー
は ブ ラジルのサ ンパ ウ ロ。 サモ ア語 ， トンガ語 ， タ

ヒチ語 は ニ ュー ジー ラン ドのオ ー ク ラン ド。 ドイツ

語， イタ リヤ語， ノル ウェー語 ， スウェー デ ン語 ，

フ ィンラ ン ド語， フ ランス語， デ ンマー ク語， オ ラ

ンダ語 は ドイツの フ ランク フル ト。 中国語 は ホ ン コ

ン。 日本語 は東 京。韓 国語 は ソウルで あ る。

共通 機 関誌 プ ログ ラムは， 我 々の兄弟 ，姉妹 が た

とえ どこに住 ん でい よ うと， で き るだけ多 く教 会 の

プ ロ グラムに接 す る機会 を与 えた い とい う教会幹 部

レ　がを

畿謹畿
麟圃 謹 御 憩繍 ・圏 轟 騨霞

麟翻 麹 醤露・。艶 １

糖

謹圏魏鶏 償猟臓雛

籾 ラント騨 ここ

ニ ユ ー ジー ラ ン ド

の要望 に基いている。共通機関誌を通 じて教会幹部

よりの大切な ンッセージ，教会に関する重要事項，

教義，方針，発展情況が今や全世界の教会員，友達

の家庭へ送 られてい る。

ニ ユ ー ギ ニ ア

オー ス トラ リア

〃一

、（６ ♂ 轡
戴
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目標 の設定 と

その達成方法
十二使徒評議員

マ ー ク Ｅ ピー ター セ ン長 老

標 を設定 しゴ達 成す る際 に， 次 の三段 階 すな目

わ ち，（１）診断， ②処 置， （３）回復 が あ る。

診 断 ：情 況判 断が無 けれ ば，目標 は設定 しえ ない。

暗 闇 の 中で努 力す るよ うな もので あ る。

長年 の間， 私 はデゼ レ トニ ュース社で アル バ ー ト

Ｅ． ボ ウエ ン長老 と共 に働 き， 彼 を愛 し， 感謝 す る

よ うにな った他， 多 くの ことを学 ん だ。 私達 が問題

解 決 にあ た る時，彼 はいつ もこ う言 って いた。 「事

実 を集 めな さい。 事 実 に代 りうる ものは な い 。」 そ

れ で， 私達 は問題 を診断 しよ うとす る時 は， 事実 を

集 めな くては な らな か った。

診 断 の際， 私達 は主 と して次 の三 つ の方法 を用 い

た。．（１）報告 書 の適 切 な利用， （２）当事 者 との面 談，③

訪 問 に よ る個人 的観察。

報告書 の研 究 と利用 ：報 告書 の研 究 によ り仕事 の

現 状 を把握 す る ことがで きる。 そ して， 現 状 を把握

して次 に どんな進 歩が期 待で きるかを決定 す べ きで

あ る。 た とえば， 同 じよ うな情 況下 に あ る他 のス テ

ーキ部 で行 なわて い る ことは判 断 しやす い で あ ろ

う。 そ して， ス テーキ部 の活動 で どんな進歩 が期 待

で きるか を見極 め るため，研 究 し， 決定 して， 目標

を定 め る。

私達 が研究 対象 に したあ るステー キ部 で，聖 餐会

の 出席率 は２８％ だ った。 同 じ地 域 の他 のス テーキ部

で は３３％ で あ るこ とに着 目 し，妥 当な 目標 を４２％ と

した。 また前者 の 日曜 学校 出席率 は３９％，後 者 は４１

％で あ った。 それで 目標 を５０％ に 置いた。

Ｍ ＩＡ はＹＷ が４１％， ＹＭ が３５％で あ った。 近 く

の他 の ステー キ部 で はＹＷ が４８％， ＹＭ が４２％ で あ

るの に着 目 し， ＹＷ は６５％， ＹＭ は５５％ に 目標 を 置

いた。 ホ ーム ・テ ィーチ ングにつ いては， 達成率 が

２３％ で あ るのに対 し， 同 じ地域 の他 の ステ ーキ部 で

は，４８％ であ 翁た。私 達 は 目標 を８０％ に 置いた。家

庭 の夕 べ を開い てい る家 族 はわず か７５家 族で あ った

が，一 方 同地域 の他 の ス テーキ部で は ３８４．家族 が家

庭 の夕べ を開い てい た。 私達 は期 待で きる妥 当な数

と して ７００家族 を 目標 と した。

一例 を挙 げて み よ う。 数年 前合 衆 国東 部 の あ るス

テ ーキ部 （Ａ ステ ーキ部 と呼 ぶ） の聖餐 会 出席率 を

調査 した際，２７％ だ った。 同地 域 の他 の ス テー キ部

は， Ｂステ ーキ部が２７％， Ｃステ ーキ部 が２７％ で あ

った。 それで は， Ａ ス テーキ部 の 目標 は何 パ ーセ ン

トにすべ きで あ ろ うか。他 の ステ ーキ部 に同率 で あ

る とい う理 由で， その ままに して お くべ きで あろ う

か。 私達 は決 断 を下 す前 に， 東部 にあ る他 の 「大 都

市」 ス テーキ部 に着 目 してみた。

Ｄス テーキ部 ３０％卿

Ｅステ ーキ部 ３４％

Ｆステ ーキ部 ３４％

Ａ ステ ーキ部 の２７％ は満足 すべ き数 で あ ろ うか。

次 に， ロス ア ンゼ ルス地域 で 出席 率 が最低 の部類 に

属 す るス テー キ部 に着 目 した。

Ｇ ステー キ部 ３０％

Ｈ ステーキ部 ３１．％

１ステーキ部 ３２％

大 都市 の情況 も大 して違 い はなか った。 あ る大都

市 の ス テーキ部 の良 い部類で４３％ あ った。 ・ 、、

い くつか の大都 市 ステ ーキ部が そ の よ うな数 に達

し得 た とす れ ば， Ｇ， Ｈ， １ステ ーキ部 に同 じ数 を

期 待 す るのは不 当で あ ろ うか。 高 い 出席率 を示 す大

都 市 ステ ーキ部 はＡ ステ ーキ部 の 目標 を設定 す る上

で 目やす とな るで あ ろ うか。

高 い 出席率 のス テー キ部 の４０％ とＡ ステー キ部 の

２７％ との 中間が妥 当 な 目標 で あ ろ うか。 とす れ ば，

３３％ とな、る。 第一 段階 と して は， この数は妥 当 と考

え られ る。

７・
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ワー ド部 や補助 組織 を向上 させ る６つの

ユ タ州 に散 らば って い るい くつ か のステ ーキ部 の

・出席率 を調 べ る と平 均 が４６．５％で あ ることに私達 は

注 目 した。 これ は第 一 の 目標３３％ を達成 した後 の第

二 の 目標 にな り得 るであ ろ う。

更 に調 査 した結 果， 次 の ことがあ きら か に な っ

た。 Ａ ステ ーキ部 の会員 の うち３２％ が 日曜学 校 に出

席 し， Ｂス テーキ部 で は，３１％， Ｃステ ーキ部で は

３４％ で あ った。 Ａ ステ ーキ部 の 目標値 を ど こへ 置 く

べ きで あろ うか。

私 達 は４５％ では ど このス テーキ部 で も低 す ぎ ると

考 えた。 どのス テーキ部で も半 分以下 の会 員 しか 日

曜 学校 に 出席 で きな い と考 え られ なか った。

で は， Ａ ステ ーキ部 の妥 当な 目標値 は何 パ ー セン

トで あろ うか。

最低５０％ の 日曜 学校 出席率 を求 め， Ａス テー キ部

に この数 を提示 した。 他 の

ス テーキ部 が５０％ 以下で あ

るか らとい って， Ａ ステー

キ部 の 目標値５０％ 以下で 良

い とはいえ まい。

単 に統 計上 の平 均値 か ら

で な く， 必要 な数値 に 目標

を 置 くべ きであ る。

ユ タ州 の ステーキ部 の 日

Ａ 巳 ‘

曜 学校 出席率 は最 低 が３４％， 最高 が７６％ で あ った。

７６％ を達成 したス テー キ部 が あ ると した ら， 他 の

ステ ーキ部 は５０％ に到 達 で き るはず であ るご

ホー ム ・テ ィーチ ングについて， 私達 は以 下 の達

成 率 を得 た。

Ａ ス テーキ部 冨 ４３％

Ｂス テーキ部 ３８％

Ｃス テーキ部 ． ３５％

第 一段 階 として，５０％ の 目標 は Ａス テーキ部 に と

って無理 な数 で あろ うか。

オ ウエ ン兄 弟 の言 うよ うに， 「事実 に代 りうる も

のは ないので あ る」。報 告書 は必ず しも実態 の全貌 を

《 ・

棄’ 胃

〃

／ 「

表わす ものではな い。

統計上だけでは，目標

が判然 としない。私達

は当該地域の人 々を訪

れ，観察 し面接 して，

さらに確実な実態を把

握 しなけれ ば な らな

い。

処理 ：研究によ り，

弱点が指摘 され，必要な事柄が判明す る。必要な事

柄が治療法を示 し， 目標を明 らかにす る。治療法は
「薬」 または 目標 を決定す る上に必要な，特定の段

階に決めて くれる。

あるステー・キ部が聖餐会出席率を実際に調べた結

果， ステーキ部 内で最低の出席率 のワー ド部が判明

した。訪問と面接の結果，次 のことが明 らかにな っ

た。敬震な雰囲気に乏 しく，音楽が貧弱で，聖餐式

が うま くい っていない。 また，準備ので きていない

話。 これ らが人 々の興味を失なわせてい る の だ っ

た。

それで以下の 目標が設定 された。

１．敬慶 さを増す計画を作 る。

２．ホーム ・ティーチングを通 じこの指示を指導者

が集会で模範を示す ことによ り，敬度な雰囲気

を確立す る。

３．ワー ド部聖歌隊にワー ド部音楽委員会を組織 さ

せ る。

４．聖餐式を執行するたあアロン神権者を正式に組

織する。

８



計 画 が あ る。 いず れ が最 も適 して い るか。

５．話の計画を作 る。

６．役員と教師とでゴ 出席奨励委員会を組織す る。

上記の目標を達成する段階では以下の事柄が実施

された。

１．ホーム ・ティーチャーは家庭を訪問 した際，敬

慶を教えた。監督は集会の始まる１０分前 に前奏

を弾かせ，会衆 にその間敬慶 さを保つよう要請

した。適当な案 内人をおいた。

会員達が集会所 に着いた時，暖かい握手で歓迎 し

たが， これは敬盧の念を表わすため，静かに行なわ

れた。初めての訪問者は， クロークの部屋に案 内さ

れ，礼拝堂近 くにいる監督会に紹介 された。 そ して

礼拝堂にい る案 内人が訪問者を席へ案 内した。

会を司会す る監督会の会員は，模範を示すため，

早 くか ら演壇の席 に座 っていた。 ４人の成人 アロン

神権者が案 内人をつ とめ，青少年アロン神権者がそ

れを助 けた。 この働 きは受賞の項 目に数え られた。

集会の１０分前 に， オルガニス トは，前奏曲を弾 い

た。 この特別な敬度 プログラムの実施 され る前，オ

ルガニス トが集会 ５分前にな っても到着せず，すべ

てが遅れ ることもしば しばだった。監督は時間通 り

に前奏 を始 めるよ う要請 し，前奏の始まる直前 に監

督会の一員が人 々に静粛 を求 め，同時に，集会後，

後奏が演奏 されたら，会衆は静かに礼拝堂を出るよ

うに発表 した。

２．監督 は ホー ム ・テ ィーチ ャー に依頼 して， ワ ー

ド部会 員 に敬 慶 につ いて の計 画 を説 明 させ， 子供達

に は， 教会 は主 の家で あ るか ら，静 か に また敬 慶 に

して座 って い るよ う話 して もらうよ うに 提 案 さ せ

た。

３．次の計画は音楽の質 を高め ることであ った。監

督会は音楽委員会を組織 し，次いで聖歌隊員を召 し

た。 また音楽委員会 と共 に聖餐会で歌 う讃美歌 につ

くニづ 　

　
、

埴

いて話 し合 った。 初等 協会

の子供 達が ステー キ部 大会

で非 常 に きれ い に 歌 う の

で， ，月一度 の 日曜 日に聖 餐

会で歌 って もら うよ う提 案

した。 Ｍ ＩＡ の コ ー ラ ス

は，若 人 を ひ きつ け るよ う

な， 曲 を歌 う ことに した。

聖 歌隊 は末 日聖徒 讃美 歌 を

歌 って音楽を強調するよう計画された。

４．祭司，執事に綿密な指示が与えられたα次 に聖

餐式執行の改善が とりあげられた。監督は聖餐 のパ

スを割当て られた 日曜 日しか執事が聖餐会に出席 し ’

ていないことを知 り，聖餐の トレイをい くつか購入

して，執事が全員，毎週の日曜学校 と聖餐会でパス

をするよう割当てた。執事 を全員使 うことによ り，

儀式の時間が早あられた。

５．次に監督は各聖餐テーマを決めて，前 もって話

し手を割当てておき，話 の内容を高めて もらう計画

を立てた。監督は毎 日曜の夕べに開かれる聖餐会で

リグラン ド・リチャーズ長老著 「奇 しきみわざ」か

ら一章ずつをテーマに選んだ。聖餐会の話 は五人で

十代 の三人が三分ずつ話 し，大人が二人１５～２０分簡

話すよう割当てを与え虎。話 の時間が合計で５０分を

越えることはなか った。話をす る人は少 くとも二週

間前にはテーマが与えられ，持ち時間は何分かが伝

え られた。

では，割当てが実際 どのように行なわれたかを述

９
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べて み よ う。 あ る晩 の テーマはバ プ テス マ で あ っ

．た。 十代 の一 人 は， バ プ テスマの ヨハ ネの使命 とキ

リス トのバ プ テスマに ついて話 し， もう一 人 はバ プ

テスマの様式 と して水 に沈 め られ るこ とにつ いて話

した。 さ らに も う一 人 は按 手 礼 に よ り聖霊 の賜 を授

か るため の 「み た ま」 のバ プテ スマにつ い て 話 し

た。 成人会 員 の うち一 人 は，’バ プ テスマ を施 す ため

に必 要 な神 の権 能 を， 教会 は どの よ うに して そ の権

能 を受 けたか を テーマ に話 し， 最後 の話者 が死者 の

ために バ プテス マ と死 者 に福音 を宣べ 伝 え るこ とに

つ いて話 した。

６．次に監督はワ』 ド部補助組織役員と，聖餐会の

出席人数を増やす ことについて 話 し合 った。監督は

次のように話 した。 』「私達監督会は聖餐会に出席 し

ますσそ して，私達は家族全員で毎週 日曜 日出席 し

ます。皆「さん一人一人にお願い したいのですが，あ

なたがた も家族全員で毎週 日曜 日出席 していただき

たいのです。組織の他の役員 ・教師に同 じことをお

” 、 ’

願い していただけませんか」監督はアロン神権， メ

ルケゼデク神権の定員会へ行 って，同様の要請を し

た。

監督は， ステー部長会に計画の承認を求めた。六

ケ月後， 聖餐会 出席率は２９％から５１％に上昇 した。

目標 に到達するまでの間，監督は統計 と個人の両

面にわた って観察を続 けた。 その結果，聖餐会出席

率は５１％に達 し， ワー ド部会員の間に一層の一致が

見 られた。すなわち，補助組織や定員会の活動は活

発にな り， ワー ド部の霊性は非常に高め られた。

聖餐会が求道者の学ぶ機会 とな り，伝道活動をも

助けたのである。

私は統計それ自体は不十分なものであ ると信 じて

い る。上述 のワー ド部は，敬虞，聖餐式の執行，聖

餐会での話に改善を必要 としていたが，それ らは統

計だけでは何 ら指摘されなかった。 しか し，個人を

観察 した上で， ワー ド部， ステーキ部を研究 してみ

ると，統計は設定すべ き目標の指摘に役立 ち， 目標

の達成に踏み出す基礎の役割を果た した。

、〃 、 〃 グも ” ダ 、 ㌧

新 旧両 世界 に おけ る古 代 の予言 者達 は イエ スにつ い

て証 した。 この記録 は イエ ス の 降 誕 を証 し して い

る。 それ は モル モ ンの予言 者 の この よ うな言 葉 で…

私 た ちはキ リス トの栄 光 を

待 ち望 んで い る

Ｈ．． ドンル ピー タ ー ソ ン

ロ 　

類に与えられた最大の喜びのおとずれは，イエス ・キ人
、
リス トが世の救い主であり，贈い主であるということ

である。人々を導 くべ く召された予言者はすべて， この偉大

、な原則を軍 している・、仁 ３羅 ・、人類が完全で簾 した
肉体をまとい再び生 きることができるように・と死に打ち勝た

れ壮お方である。 もし忠実なら鴎 、宿仰厚き者のために用意

された永運の住居で主 と共に住めるという計画を我々に与え

たのはイエスであった。その計画はイエ ス ・キリス トの福音

である。

こφす：ばちしい福音は・単 に残外 Ｄ次の位の備えだサにと

１０

どまるものではな く，福音に従えば，この世においても，心

の平和と人生を最も有意義に送 るための指示を受けることが

できる。父祖アダムは福音の計画を知 らされた後，次のよう

に証 ししている。 「われこの世に生きて悦びを受け，われま

た再び肉体に在 りて神を見ん。」（モーセ５：１０）

毛ルモン経の証

中近東に住み，旧約聖書を書いた予言者達は，キリス ト降

誕の教えに精通していた。 モルモン経の予言者達 も霊感によ

り，キ リス トの降誕を予知 し，この驚 くべき予言を人々に伝



えた。

キリス ト降誕の約 ６００年前に生きた予言者ヤコブは， 自分

を含めた古代の予言者達がキリス トの使命をよく知 っていた

ことを記録に記 し，後の読者に明らかにした。

私たちがこのい くつかの言葉をこの版にのせるのは，私た

ちが もうすでにキ リス トのことを知っていることと，またキ

リス トが降誕 したもう何百年 も前に私たちばかりでなく，私

たちよりも先に出たすべての聖い予言者たちもまた，すでに

キリス トの栄光を待ち望んでいたことを兄弟たちと子孫たち

に知 らせるためである。 （ヤコブ４ ：４）

モルモン経は，いくつかの古代の民の間に起きた宗教上の

出来事からなっているが，そのすべての人々がキリス トを証

ししている。

ジェ レド人の証

イテル書はモルモン経中最古の民，すなわちジエレド人の

書物からなっている。ジエ レド人はバベルの塔の時代に西半

球へ移って来た。最初のジエレド入移民の予言者であり指導

者であったジエレドの兄弟は，霊体のキリス トを見，この地
ヘ ロド

の人 々 の た め に キ リス トが来 た りた も う ことや 偉 大 な賭 い の

計 画 を 知 らされ た。 （イ テル ３， ４章 参 照 ） ジエ レ ドの 兄弟

の後 もジ エ レ ド人 の予言 者 は続 い た。 彼 らも民 が主 の福 音 の

計 画 に適 わ な い行 な いを した 時， イ エ ス につ い て話 し， 民 を

い さめ た。

真 鍮 版 の予 言 者

ニ ー フ ァイ の民 が エ ル サ レ ムを離 れ て， （Ｂ，Ｃ，約 ６００年 ）

西 半球 へ移 った 時 ， 民 の神 聖 な記 録 を携 えて い た。 これ は真

鍮 版 に刻 まれ て いた の で， これ らの古 代 の 神聖 な書 物 は， ニ

ー プ ア イ の記 録 の中 で 「真 鍮 版 」 と呼 ばれ た
。

この版 に は， 我 々 が 以前 に知 られ な か った 三人 の予 言 者 ゼ

ノス， ゼ ノク， ニ ー ア ムの名 が記 され て い る。 イ エ ス ・キ リ

ス トの降 誕 に関 す る彼 らの予 言 は特 に は っ き り して い る。 ゼ

ノ クは キ リス ト¢）は りつ け に つ いて 語 り， キ リス トが 人 々 に

与 え た も うた 慈 悲 につ い て述 べ た。 霊 的 に盲 目で あ った 当 時

の人 々 は， ゼ ノ クを石 で打 ち殺 した 。 （１ニ ー フ ァイ１９：’１０，

アル マ３３：１５～ １７参照 ）
・ ＼

ゼ ノ ズ は海 の島 々 に 住 む者 た ち に， キ リス トの 死 の しる し

と して 現 わ れ る三 日間 の暗 黒 を予 言 した 。 ゼ ノス は ま た ユ ダ

ヤ人 を 待 ち受 け て い る苦 難 に言 い及 び ， こ う述 べ た。 「これ

はイ ス ラエ ル の 神 を十 字 架 に つ け， 自分 た ちの 心 を そ む け て

しる しも奇蹟 もま た イ ス ラエル の神 の能 力 と光 栄 を も顧 み な

いか ら， 世 の人 す べて に苦 しめ られ る」 （１ニ ー フ ァイ １９：

１０， １３参照 ） モル モ ン経 で 最 も長 い 章 は ヤ コブ 書 第 ５章 で あ

る。 そ こ には， イ ス ラエル 家 の将 来 に関 す るゼ ノス の予 言 が

記 され て い る。 ゼ ノス のた とえ 話 を ま とめ て い る時 ， 予 言 者

ヤ コブ は こ う問 いか けて い る。

ご らん， あ な た た ち は こ の言葉 を否 定 しよ うとす る のか。

多 くの予 言 者 の言 葉 を 認 め よ う とは しな い のか 。 多 くの人 々

が キ リス トにつ い て 話 を した の に， あ な た た ち は キ リス トに

関す る言 葉 を みな 否 定 しよ う とす る の か … （ヤ コブ ６ ：８）

ヒ ラマ ンの 息 子 ニー フ ァイ は， キ リス トの証 を した 昔 の数

多 くの予 言 者 達 につ い て述 べ た後 ， ゼ ノ ス の行 く末 につ い て

言 って い る。

私 は ア ブ ラハ ムの 時代 の後 に も， これ らの こ とを 証 した予

言 者 が 多 か った こ とを あ な た た ち に知 らせ た．い と思 う。 予 言

者 ゼ ノス は勇敢 に証 拠 立 て た が， これ が た 乙６に殺 され て しま

った 。 （ヒラマ ン ８ ：１９）

真 鍮 版 に記 され て い た第 三 の予 言 者 ニ ー ア ムは， キ リみ 牽

が 墓 に葬 られ るで あ ろ うと述 べ て い る。 （１ニ ー フ ァイ １９：

１０参照 ）

ニーファイ人はキリス トを知 っていた

ベンジヤ ミン王の書物に特に力強い聖句が見 られ る。明ら

かに，モーサヤ書第三章の大部分は，天使がキリス トの降誕

の意味と目的について説明 した言葉である。天使はこう述べ

ている。 「見よ，われらは大きな毒びの音ずれを聞かせよう

１ユ

．、贈 ． ｄ



．と１して きた か ら， 目を さま して …… 」 （モー サ ヤ ３ ：３） そ

してベ ンジ ャ ミン王 に キ リス トの生 涯 と使 命 を説 明 した。 次

の聖 句 は非 常 に は っ き り して お り， 意 味 が あ る。「全 能 の 主」

・が 天 よ り下 りた も うて， ’「土 か ら成 る身 体 に 宿 りた ま い」「，

人 々 の間 を め ぐって病 人 た ちを 医 す な どの 大 きな奇 蹟 を行 な

い た も う。 そ して この お方 は誘 惑 を 受 け … … これ は死 な な け

れ ば人 間 に堪 え難 い ほ ど ひ ど い もの で あ る。 なぜ な らば， 見

よ， こ の お方 は全 身 の毛 孔 か ら血 を 流 した も うほ どに，’そ の

民 の罪 悪 と憎 む べ き行 い の た め に苦 痛 を感 じた も うか らで あ

る。 こ の お方 は神 の御 子 ， 天 地 の父 ， 創 世 の 時か ら万 物 を 造

りた も うて い る造 り主 イ エ ス ・キ リス トと呼 ばれ ， そ の母 は

マ リヤ と呼 ばれ る。」．（モ ー サ ヤ ３ ：５～ ８参 照 ）

天 使 は続 い て キ リス ト降 誕 の 目的 ，苦 しみ とは りつ け， 復

活 と裁 き にう い て説 明 した。 （モ ーサ ヤ ３ ：９～ １Ｑ参 照 ） ・

この 簡 潔 に して力 強 い聖 句 よ り， ニ ー フ ァ人 は キ リ：ス トの

降 誕 に つ い て は らき りと理 解 して い た こ とが うか が え る。 ま

た 次 に あげ るよ うに歴 史 を 通 じて数 々 の証 が 記 され て い る。

リーハ イ ：「そ して ，、ま こ とに エル サ レムを 去 った 時 か ら

六 戸 年 の 後， 主 な る神 は ユ ダ ヤ人 の 中 に一 人 の予 言 者 す な わ ．

ち一 人 の メ シヤ， す な わ ち この 『世 の瞭 い主 』 が 現 わ れ た も

う 。． （１二 」 フ アイ１０１：４～ １７参照 ）

ニ ー フ ァイ ： 「さ て ご らん私 の兄 弟 た ちよ
。 これ が す な わ

ち道 で あ る。 この ほか に は，人 を神 の王 国 に救 う道 も名 も天

下 にな い。 これ は ま こ と に， キ リス トの教 え で あ って 永遠 に

一 つ の 神 会 を成 す 天 の御 父 と御 子 と聖 霊 の唯 一 つ の真 正 な教

えで あ る。」 （皿ニ ー フ ァ イ３１：１７～２１参 照 ）

ヤコブ ：「ごらん私はキリス トの降誕がほんとうであるこ

とを私の民に証明するのを心に喜ぶ。何 となれば，モーセの

律法はキ リス トの降誕が確であることを証するために与え ら

れたか らである。また，世の始めから神が人間に与えたもう

１２

、

た のは ， こ とご と く前 もって キ リス トの こ とを表 して い る」

〈∬ニ ー フ ァイ １１：４， ９章 も参 ；困）

ジエ ロ ム ： 「… … メシ ヤを 待 ち望 ん で ち ょ う、どメ シ ャが す

で に来 りた も うて い るか の よ うに そ の 降 臨 した もう こ とを 信

ぜ よ。」 （ジ エ ロム １１） ！

ア ビナ ダ ィ ： 「こ の予 言 者 た ちは， 神 が親 し く世 め 人 々 の

中 に 降 臨 して人 の形 を受 け， 大 きな能 力 を もって 世 界 の 面 を

歩 きた も う こと と， 神 が 使 者 の復 活 を来 し， ま た 自 ら悩 ま さ

れ 責 め られ た も うこ とを 告 げ た で は な い か 。」 （モ ーサ ヤ１３：

３４：３５）

アル マ第 一 世 ： 「ご らん ，天 国 は近 づ きて ， 神 の御 子 は い

よ い よ地 上 に降 臨 したま わ ん とす る。 神 の御 子 はエ ル サ レ ム

の あ た りで マ リヤか ら生 れ た も う。 マ リヤ は神 の 能 力 た覆 わ

れ ， 聖 霊 の ちか らに よ っ七懐 妊 し， 男 の子 す なわ ち神 ．あ御 子

で あ る方 を生 む はず の処 女 で あ っ て， 選 ばれ た責 い 器 で あ

る 。」 （アル マ ７ ：９～ １３参 照 ）

ア ミユ レク ： 「ご らん，．私 は は っ き りと言 うが， キ リ．ス ト

は そ の民 の罪 を 瞭 う允 め に世 の人 の中 へ 降 り；１ま た世 の人 の

罪 も膿 い た も う。 主 な る神 が そ う仰 せ に な ６た か ら… … …Ｊ

（アル マ３４：８～ １６参 照 ）

レー マ ン人 ヒラ マ ン ：’「キ リズ トは救 いを 来 す た め に必 ず

死 に た も う。 キ リス トが死 に た も うの は， 死 者 を復 活 させ て

これ に よ って 人 々 を主 ゐ御 前 に帰 らせ る たあ に必 要 で あ っ て

ま た キ リス トの義 務 で あ る。」１（ヒ ラマ ン１４．ｉｉ５～ １８参 照 ）

このように，モルモシ経の予言者は聖書め予言者 と共に，

真にイエスがキリス トであり，全人類の救い圭であるという

偉大な真理と唯一つの望みを宣言 した〔ｂである。



、

「お と う さ ん 今 日の レ ッ ス ン は本 当 にす ば ら しか っ た わ 」

「本 当 よ
。 開 拓 者 は何 週 間 も トウ モ ロコ シパ ン と糖 み つ し

か ：食べ物 が なか った 時 もあ った と先 生 が お っ し ゃ つた わ」

「’そ うだ った ろ うね 」

１嶋そ うよ
。 お父 さん。 私 達 が トウ モ ロ コ シパ ンと糖 みつ を

食 べ なが ら， 開 拓者 に つ いて い ろい ろ話 して た 時， 私 も開 拓

者 と同 じ気 持 に な っ た わ」 。 じよ うず な教 師 か ら教 え られ た

興 奮 を 思 い 出 して， マ ー チ は とて もうれ しそ うだ った 。

マ ー チは話 しなが ら， 何 も食 べ ず に お かず を突 つ い て ば か

りいた。 食 べ る よ うに言 うと， マ ー チ は そ の食 べ 物 は嫌 い だ

と答 え た。

「マ ー チ は ま だ
， 開 拓 者 の よ うな気 持 でい るの か い」

「え え」

「ね え
， マ ー チ。 お前 の年 ぐ らい の開 拓者 の女 の子 は， 好

き嫌 い を言 わ ない で， 何 で も食 べ た ん じゃな い か い」

１４

マーチはしばらく考えて，食べ始めた。

日曜学校のレッスンで，開拓者に本当に感謝していること

を行動に表わすよう教え られて，新 しい意味をつかんだよう

だった。 もちろん，ζの場合開拓者に対する彼女の暖かい気

持を行動に移させるには，何 らかの助けが必要であった。さ

らに，鶏と卵の推論に戻 って考えてみると，開拓者の精神を

体験 した私の娘の話 も，上手なレッスンにより態度に影響が

与えられていなかったら，娘にとって何の意味 もなかったで

あろう。

ある証

もう一つの例を挙げよう。今年の夏 短期間であったが私

は日曜学校の１８歳のクラスの教師に召された。断食日曜日の

レッスンで，その日少 くともクラスの一人 はレッスンの内容



か ら証を述べさせるという目的を立て，それをレッスンの途

中で言いわたした。そ して，証会でクラスの一人が立って証

を述べ，その理由というのが，先生にレッスンの目的を果た

したことを見せ，先生を失望 させたくないためだと述べた。

疑問に思われるか も知れない。 「その時，少年は正しい理由

に基づいて証を述べたのだろうか」だれがその答を言い得 る

であろう。 しかし，その少年が証を述べたのは事実であり，

それは行動の誘因の結果だったのである。そして， もっと高

い目標を与えたとして も，だれかがそれに立ち向ったであろ

うと私は確信している。
’行動が完全に正 しい理由に基づいていようといまいと

，そ

れが繰返し行なわれるならば，その行動はいつか，真実の証

であり，それを分かち合いたいという正 しい理由に基づいて

行なわれるようになるであろう。

永久的な変化

教えることは，石を彫刻する作業に似ている。彫刻家はハ

ンマーで石をたたくことか ら始めるが，それは外見的には何

の効果 もないであろう。そして何の 「効果」 もなく同 じ所を

たたき続けるのである。何度 も何度 も……。割れ目もできず

石には何の変化がなくとも，そして，いつか，前 と全 く変わ

らない何度目かをたたいたことにより．，やっとかけらが飛び

散るのである。

人について も同じことが言える。正しい行動へ移 らせるに

は，繰返しの機会が必要である。どこかで，人生に永久の変

化をもたらすような行動が起 こるのである。

この理由で，福音のレッスンは，いつの日か正 しい理由に

基づいて，すなわち偽善でなく，悪だくみでなく，神の栄光

のために，ひたむきな行動に向かわせる感情と態度を育む一

方，行動に移 らせるよう教える必要がある。

教師が福音のレッスンを準備 し，教える時，この考えを心

に抱いているなら，行動に移 らせる目的を立てて，それがた

めに健全な感情と態度を培 う努力が失敗に終ることはないで

あろう。

聖 餐 の 聖 句 伴 奏 曲

き

き

Ｄ ａｒｗｉｎ Ｋ，Ｗ ｏｌｆＯｒｄ

） ｒ

」 ・」

〕 ｒ
ゼ・

１ 月 聖 餐 の 聖 句

大人 日曜学校

これわ が 業 に して わ が栄 光 ，．す なわ ち人 に不 死 不 滅

と永 遠 の生 命 とを もた らす な 「り。

覧 （モ ー セ ：１）

子供 日曜 学 校 、

自分を愛するようにあなたの隣…り人を愛せよ。

（マ タ ！１２２ ：３９）

ユ５

』
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、

純 金 の

雛

綴

謹

む か しむ か し， 高 い 山の上 に， 小 さな村 が あ りま した。 そ れ は， と て もお金 持 ちの村 で した。 とい うの は ， そ

この 村 び とた ちの ほ とん どが ，坑 夫 （こ うふ ） と して成 功 して い たか らで す。 お金 が い る と き に は，坑 夫 た ち は

鉱 山 （こ うざ ん） に一 日入 って， 自分 の袋 を金 塊 （きんか い） で い っぱ い に して ， 帰 っ

て きま した。 坑 夫 にな りた くなか った 人 た ちは， 店 を持 っ た り， 学校 で教 え た り， 馬 具

や馬 の蹄 鉄 （て い て つ） を作 っ た り， や さい を作 っ た り しま した。 そ して坑 夫 た ち は

そ の人 た ち の はた らきに た い して ， じゅ うぶ ん な お金 を は らい ま した。

村 び と た ちは ， 自分 た ち の村 を たい そ う じま ん に して い ま した。 と くに

』穆 慧

〆 ノ

歳 ～

驚

み ん なが あつ ま る集 会所 （しゅ うか い じ ょ） が じま んで した。

あ る 日， 村 の え らい人 た ちが， か じゃ の店 に や って きて， 「集 会所 の と

うにつ け るか ね が ほ しい のだ が， 純 金 （じ ゅん きん ） の か ね を作 って くれ

な いか 」 とい い ま した。 か じや さん は頭 を か き なが ら 「そ ん な もの は，

お気 に あ します ま い」 とい い ま した。

「い いや
， 気 にい る と も！ わ た した ちの集 会所 に は， 純 金 の か

ね以 外 にふ さわ しい もの は， な に もない の さ／」

か じや さん は た め い き をつ いて い い ま した。 「そ うは お っ しゃ

って も， ま さか， そ ん な ものを ね。 で も， ど う して もそ うな さ り

た いの な ら， お作 り します よ。 金 を持 って きて 下 さ い」

坑 夫 た ち は， な ん ど も村 か ら鉱 山へ と出か けて 行 って ， た くさ

ん の金 を持 って きた ので ， か じや さん は， か ね を 作 る し ご とを は

じめ ま した。

村 び とた ち は， か ね を作 る と ころを 見 た が りま した が， か

じや さ ん は店 の 中 に だ れ も入 れ ませ んで した 。 か じや さ ん は

い く日 もは た らきま した。

村 び とた ちは ，店 の入 口 にや って きて 「も うす ぐで き あか

る のか い 」 とね っ しん に たず ね ま した。

囎『、

墾
鼓

で も， い つ もか じや さ んは， 「で き あ が る と き に

は そ うい い ます よ 。」 と い って ， み ん な を お い返 し

ま した。

な ん し ゅうか ん も， す ぎ ま した。 村 び

と た ち は， だ ん だ ん い らい らして き ま し

た。 そ して あ る日， か じや さ ん はみ ん な

にか ね は土 よ う 日に で き あが る
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だ ろ う とい い ま した。

夜 が あ け て， あか る ぐは れ

た土 よ う日が き ま した 。

村 の人 た ち は， 今 まで で い ち

ば ん い そ が しそ うで した。 男

の人 た ち は広 場 の草 は らに テ

ー ブル を な らべ
， ピ ク ニ ッ ク

の よ ういを し ま した。 女 の人
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か ね
Ｈ． ト レア モ リス

た ち は， のみ もの や， バ ス ケ ッ トに入 れ るご ちそ うの よ うい

．を しま した。 子 供 た ち は， 広 場 にあ るかだ ん を きれ い に す る

た め に， 花 の て い れ を しま した。

か じや さん は店 の入 口を あけ て， 村 の え らい 人 た ちに 「さ

あ， か ね を つ けて もい いで す よ」 とい い ま した 。

村 び とた ち が あつ ま って きま した。

うつ く しいか ね が ， 町 を とお って 集 会 所 に は こば れ る と き

み ん な は よ ろ こび の声 を あ げ ま した 。 そ こで 男 の人 た ちが ，

太 い つ な にか ね を し っか り とむ す び つ け て， と うの 中 を上 へ

上 へ とひ っぱ り上 げ ま した。 純 金 の か ね を は じめて な らす と

きが 近 づ いて きま した。 校 長 先 生 に， つ な を ひ いて さい し ょ

のか ね を な らす め い よが あた え られ て い ま した。

み ん なは広 場 に あつ ま り， わ くわ く して 顔 を か が や か せ て

い ま した。 と うと う， 村 び とた ち のす ば らしい か ね が， うつ

くしい 音 を ひ びか せ る と きが き た の です 。

校 長 先 生 は足 を し ゃん との ば し， つ なを し っか り とに ぎ っ

て つ な を ひ き ま した。 と ころが ， 村 の え らい人 た ちや ， うつ

く しいか ね の 音 を き こ うと ま って いた人 た ちの耳 に ひび いて

きた のは ， 「ど しん ／ ど しん ．／」 とい うにぶ い音 で した。

校 長 先生 は， つ な の ひ きか た が た りなか った のだ な と思 い

ま した 。 そ こで も うい ち ど， 足 を しゃ ん と のば して ， りよ う

手 を こす りあ わせ ， も うい ち どつ な を ひ き ま した。

しか し， かね は， あい か わ らず 「ど しん ／ ど しん ！」 とい

うに ぶ い音 を たて るだ けで した。

村 の え らい人 た ちは， か じや さ ん の と こ ろに か け つ けて ，

「い っ た い
， ど う した とい うの だ ／ わ れ わ れ の純 金 のか ね

は， な らな い じや な い か ！」 と ど な りま した。

か じや さ んは ，頭 を か いて いい ま した。 「だか ら もう しあ

げ た はず で す よ。 そ ん な もの はお 気 に め します ま い っ て」

「しか し
， ど こが わ る い とい うの だ」

そ こで， か じや さ ん はせ つ め い しま した 。

「か ね は ど こ もわ るい と ころ は あ りませ ん よ
。 た だ， 純 金

の か ね は な らな い とい う こ とな ん です 。 も し， な る かね が お

の ぞ み な らて つ で か ね を作 らな くて は 。」

村 の え らい人 た ちは， が っか りして， 顔 を見 あ わせ ま した

「しか し
， べ つ の か ね を作 る には， ま た な ん し ゅ うか もか か

る の だ ろ う／」

か じや さん は ち らっ と よ こ 目を つ か って， にや に

や 笑 い なが らい い ま した。 「純 金 で作 っ たか ね が お

気 にめ さな い の はわ か って い ま した よ。 です か ら，

わ た しは も うひ とっ の か ね を作 って お き ま した。 も し音 の で

るか ねが お の’ぞ み な ら， わ た しの店 の う らに， み ば え の しな

い て つ のか ね が おい て あ ります よ 。」

ま もな く純 金 の．か ね は ひ き お ろ され て ， そ の か わ りに， て

つ のか ね が す え つ け られ ま した。 村 人 た ちは， も うい ち ど と

うの上 に耳 を か た む け ま した。 村 の え らい人 た

ち は， とて も しん ぱ い しま した。

校 長 先 生 は 足 を しゃ ん ．との ば し， つ なを に ぎ

り しめて せ い い っぱ い力 を こめて ひ っぱ りま し

た。

さ い し ょの 音 を き い た村 び とた ちは び っ く り

して 顔 を 見 あ わせ ま した。 村 の お え らが た は，

うれ し くて な い て しま い ま した。 て つ の かね

が ， うつ く しくす んだ 音 を ，鉱 山 た ま で ひび

か せ た の で， 校 長 先生 は き ちが い の よ うに よ

ろ こん で つ な を ひ き ま した 。

お べ ん とう をた べ た あ と， み ん な はよ

ろ こん で， な ん ど もな ん ど もか ね の音 に

耳 を かた む け ま した。 校 長 先 生 は， 村 の

え らい人 た ちの 会 を ひ らき ま した 。

この会 の あ と， ど う ぐと ざい も

くを もって きて しご と を は じめ ま

した。 ま もな く集 会 所 の し ょう

め ん に が ん じよ うな台 が で きあ

力即 ま した。 純 金 の うつ くしい

か ね が， ち ゅ うい ぶ か く， 村

じ ゅ うの ど こか らで も見 え

る台 の上 に， おか れ ま し

た。

か しこい 校 長 先生 が， こ

う せ つ め い し ま し た 。 ゑ ∴ｒ… ・ｌｉ罷；；：１：ご ．，陥 ．、

「これ は
， どん な もの で も， そ

れ が も って い るい ち ば ん よい つ か １

い み ち に あ わせ てつ か う ひつ よ う

が あ る こ とを， わた し た ち にお し

え て くれ ます 。」

《１ン、

引



什分 の一 の律法

十二使徒評議員

リグ ラ ン ド リチ ャー ズ長 老

扶助協会の姉妹の皆様へ

私 はあ な た が た に， 主 の什 分 の一 の

律 法 につ い て お話 しす る よ うに頼 ま れ

’ま した
。 そ こで この話 を す るに あ た っ

て， この原 則 が真 実 であ る こ とを証 し

した い と思 い ます 。 私 は これ ま で， 支

部 長 を １回， ワ ー ド部 監 督 を ３回， ス

テ ーキ 部 長 を １回 ， 伝 道 部 長 を ２回，

ま た 管理 監 督 を １４年 つ とめ て き て， 什

分 の 一 の記 録 に たず さわ る こ とが 多 く

あ りま した の で， 人 々が主 に た ち帰 れ

ば ，主 は人 々 に報 い た もう とい った 約

束 を， 主 が 決 して お忘 れ に な らな い と

確 信 して い ます。

財 政 に関 す る 主 の 律法

主 は この 末 日に， ２つ の大 きな 目的

を もって ， 什 分 の 一 の律 法 を 主 の教 会

に お与 え に な った と思 わ れ ま す。

第 １ ：教 会 の財 政 を 運 営 す る うえ で

最：も公 平 な 方法 です 。 各 人 の収 入 に応

じて 負担 を す れ ば よ く， 未 亡人 が少 額

を 支 払 うの も， 富 め る人 が 大金 を支 払

うの も同 じ こと だか らで す 。

第 皿 ；人 々 の信 仰 と什分 の一 の律 法

に対 す る従 順 を試 す こ とで す。 これ に

は 約 束 の祝 福 が 伴 いま す。 そ こで， こ

れ は 主 が人 々 に与 え る祝福 の律 法 と な

りま す。

１８３８年 ７月 ８日， ミズ ー リ州 フ ァー

ウ ェス トに お いて ，主 は予 言 者 ジ ョセ

フ ・ス ミス の願 い に答 え て次 の啓 示 を

下 されま した 。

「主 よ
， 主 は そ の僕 らに幾 何 を 什 分

の一 と して 汝 の民 の財 産 よ り求 め た も

うか を 示 した ま え。

誠 に， か くの 如 く主 は言 う。 わ れ人

々そ の剰 余 の財 産 を こと ご と くシオ ン

１６

》

に於けるわが教会の監督の手に納めん

ことを求む。 こはわが宮居を建つるた

め，シオンの礎を置 くため，神権を有

てる者のためまたわが教会の大管長会

の負債のたあなり， これを以てわが民

が為す什分（ρ一の始めとなすべし。ま

ずこれを為 して後，か くの如 く什分の
一を納めたる者は，以後毎年彼 らの得

る全利益の什分の一を納むべし。 これ

を以て，わが聖なる神権のためにする

彼 らの守るべき永久的定法となすと，

主は言 う。われ誠に汝 らに告 ぐ，すべて

シオンの地に集る者はその剰余の財産

を什分の一として納め，この律法を守

るべ し然 らずんば彼らは汝 らの中に住

むに適 しか らぬ者なり。われ汝 らに告

ぐ， もしわが民にしてこの律法を守 り

て聖 く保たず，またこの律法によりて

シオンの地をわれに聖 くして以てわが

律令と審判とをそこに保ち，その地を

最 も聖きものとなさずんば，見よ，誠

にわれ汝らに告ぐ，そは汝 らにとりて

シオンの地にあらざるべ しと。こは，

あらゆるシオンのステーキ部に通ずる

範例なり。誠に然 り，アーメン。」（教

義と聖約１１９章） ・ 一

什分の一の目的と用途

聖徒たちが ミズーリの地にシオンを

建設するために努力 していた時，彼ら

は主の求めに従い，シオンにおける主

の教会の監督に自分たちの剰余の財産

をすべて納め’ました。その時以来，聖

徒たちは 「彼 らの守るべき永 久 的 定

法」に従うよう努力 してきま した。

「まずこれを為 して後，か くの如 く

什分の一を納めたる者は，以後毎年彼

らの得る全利益の什分の一を納むべし

これを以て，わが聖なる神権のために

する彼らの守るべき永久的定法 となす

と主は言 う。」（教義と聖約 １１９：４）

この啓示で，主は什分の一を使用す

る目的を示 されま した。

「こはわが宮居を建つるため， シオ

ンの礎を置 くため，神権を有てる者の

ためまたわが教会の大管長会の負債の

ためなり。」（教義と聖約 １１９：２）．

主はさらに，什分の一を処理する責

任のある人について言 って お られ ま

す。

「……わが教会の大管長会，監督そ

の評議会およびわが高等評議員会員に

よりて構成する会議により，什分の一

たる財産を処理すべき……，またこれ

は彼 らに告 ぐるわが声によりて為さる

べきなり。……」（教義と聖約１２０章）

１８３１年 ９月１１日，オ〉、イオ州カー ト

ラン ドにおいて予言者ジ写セブ ・ス ミ

スに与えられた啓示の中で，主は什分

の一の律法を守 る重要性を非常にはっ

きりと述べておられます。
「見よ，人の子の来るまで今より後

を 『今日」と称えられる。誠に「今日」

は犠牲の日，わが民の 「什分の一」を

捧 ぐる日なり。 この 『什分の一」を納

めたる者は人の子の来る時火に焼かる

ることなし。」 （教義と聖約６４：２３）

もし人が，地上に神の王国を築 くた

めに何の寄付 もしていなかったことに

気がつき，特に，自分の持てるものが

すべて主から与え られた ものであると

悟 ったら， 「人の子の来たる４時，人



は良心を痛めずにはいられないでしょ

う。なぜなら，主はこの地球と地に満

ちる物すべてを創造され，私たちに生

命を与えてこの地球に住まわせ，私た

ちが忠実であれば 「地を受けつ ぐであ

ろう」という約束を与えられたからで

す。 、（マタイ ５：５）それでは，この

ようなゆず りに対 して，私たちは喜ん

で何かを払わないことがあるでしよう

か。わずかな土地を買 うたあに，１０年

も２０年 もお金を払 っている人をよく見

かけます。人は永遠のゆずりを得るた

めには，わずかな土地以上の興味を持

つはずです。

什分の一を支払うことにより信仰を深

める

人が信仰の証として， この世で得た

ものの一部を出すには，従順の面で大

きな信仰が必要なことを，主はいつ も

御存知です。ですから，子供たちの信

仰を深め，試すために，主は子供たち

か らの捧げ物でをの教会の財政をまか

なう必要がない時でも，犠牲の律法を

与えられま した６

カインとアベルの例をと りま し ょ

う。 この２人には犠牲の律法が与えら

れました。

「……カインは地の産物を持ってき

て，主に供え物とした。アベルもまた

その群れのういごと肥えたものとを持

ってきた。主はアベルとその供え物と

を顧みられた。 しか しカインとその供

え物とは顧みられなかったので，カイ

ンは大いに憤って，顔を伏せた。そこ

で主はカ・インに言われた， 「なぜあな

たは憤るのですか，魑なぜ顔を伏せるの

ですか，正 しい事を しているので した

ら，顔をあげたらよいで し．よう。、もし

正 しい事を していないのでしたら，罪

が門口に待ち伏せています……」

（創世 ４：３～ ７）

主は，カインの地 の産物 もアベルの

群 の うい こ も必 要 で は な か つ た の で

す。 なぜ な ら， それ らは主 に対 す る捧

げ物 と して焼 かれ ま した。 ヵイ ン とア

ベ ル は神 へ の愛 と信 仰 を 示 す た あ に，

この犠 牲 を行 な う必 要 が あ りま した。

・ この聖 句 を注 意 深 く読 む と， アベ ル

は正 しい 心 を持 って 「そ の群 の うい ご

と肥 え た もの」 を捧 げ， 一 方 カイ ン は

サ タ ンの 命 ず るご と く捧 げ物 を した こ

とが わ か りま す。 （高 価 な る真 珠 ， モ

ー セ の著 ５ ：１８参照 ）
．

この た め に， 「主 は ア ベ ル と その 供

え物 とを 顧 み られ た。 しか しカ イ’ン と

そ の供 え物 と は顧 み られ な か っ た の で

カイ ンは大 い に憤 って ，顔 を伏 せ た」

そ して カ イ ン の心 に悪 が入 り込 み， 弟

ア ベ ル を殺 した ので す 。

で は， イ エ スが 金 持 ちの 青年 と話 さ

れ た 時 の こ とを考 えて み ま し．よう。

「す る と， ひ と りの人 が イ 手 ス に近

寄 って きて言 っ た， ｒ先 生 ， 永 遠 の生

命 を 得 るた め に は， ど んな よい こ．とを

した らい い で し ょ うか 』。 イ 耳 ス に 葺 ．

わ れ た ， 『な ぜ よ い事 にっ いて わ た し

に尋 ね るの か。 よ い か た は た だひ と り

だ けで あ る。 も し命 に入 りた い と思 う

な ら， い ま し鹸 を守 りな さ い』。 彼 は

言 った ， 『どの し、ま しめ です か 』。」

（マ タイ １９ｑ ６～ １８）

そ こで イ エ ス は ， そ の青 年 に十 戒 の

大 部 分 を 挙 げ る と，彼 は答 え ま した。，．．

「… …「そ れ は み な守 ｂて きま した
。

ほ か に何 が 足 りな い の で しょ う」 イ エ

ス は彼 に言 わ れ た ， ｒも レあ な た が完

全 に な りた い と思 うな ら， 帰 って あ な

た の持 ち物 を売 り払 い， 貧 しい人 々 に

施 しな さい。 そ うす れ ば ， 天 に宝 を 持

つ よ うに な ろ う。 そ して ， わ た しに 従

って きな さい』。 この言 葉 を 聞 い て 青

年 は悲 しみ な が ら立 ち去 った Ｑ た く『さ

ん の資 産 を 持 って い たか らで あ る 。」

（マ タイｒ１：９．：．：２０一 飽 ）

この金 持 ちの 青年 が，∴「永 遠 の生 命

を得 るた め に は， どん な よ い こ とを し

た らい い で し ょ うか 」 とい う質 問 を し

た こ とに， 心 を留 め な けれ ば な りま せ

ん。 そ こで， イ エ ス は彼 に戒 め を 守 り

な さい と言 わ れ ま した。 青 年 は 小 さい

時 か らそ れ らの こ とを 守 って きた こ と

を 告 げ ま した。 マ ル コは次 の よ うに述

べ て いま す。 「イ エ ス は彼 に 目を と め

いつ く しんで言 わ れ た 。」 （マル コ１０：

２１） なん とす ば ら しい ことで し ょ う。

イ エ ス は戒 め を守 る者 をす べ て 愛 され

る の です 。 しか し， イ エ ス は彼 に完 全

な律 法 を 教 え よ う と して， 青 年 の 「ほ

か に何 が 足 りな い ので し ょう」 とい う

質 問 に答 えて 言 わ れ ま した。

「「も しあ な たが 完 全 にな りた い と

思 うな ら， 帰 って あな た の 持 ち物 を売

り払 い， 貧 しい人 々 に施 しな さい。 そ

うす れ ば， 天 に宝 を持 つ よ う に な ろ

う。 そ して わ た しに従 って きな さい 」。

この 言葉 を 聞 い て， 青 年 は悲 しみ な が

ら立 ち去 った。 た くさ ん の資 産 を 持 っ

て いた か らで あ る。」 （マ タ イ１９：２１－

２２）

この 中 で ， 救 い主 は金 持 ち の青 年 に

完 全 にな るた め に は， 時 間 を も含 めて

す べ て 彼 が 持 って い る もの を喜 んで 犠

牲 に し， イエ ス に従 うよ うに と教 え ら

れ ま した。 イ エ ス ・キ リス トの福 音 が

この末 日 に地 上 に回 復 され た か らに は

私 た ち天 父 の子供 た ちが完 全 に 到達 す

るた め に必 要 な ことを す べ て与 え られ
ひ

なければ，その福音は完全とはいえな
ゼフ

いでしょう。なぜな ら，イエスは次の

ように教えておられます。

「あなたがたの天の父が完全であら

れるように，あなたがた も完全な者と

な りなさい。」（マタイ５：４８）

金持ちの青年が経験 したことをよく

考えてみると，次のような主の教えを

容易に理解できます。

「だれ も，ふたりの主人に兼ね仕え

ることはできない。一方を憎んで他方

１７
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を 愛 しあ るい は一 方 に親 しん で他 方 を

うとん じ るか らで あ る 。あ な たが た は，

神 と富 とに兼 ね仕 え る こと は で き な

い 。」 （マ タイ ６ ：２４）

・・ アベ ル は主 に仕 え る方 を 選 び； そ し

て 「主 は アベ ル と その供 え物 とを顧 み

られ た 。」 カイ ンは 富 の方 に心 を 動 か

し，彼 の供 え物 は顧 み られ ま せ ん で し

た。 金 持 ちの青 年 は， この 世 の富 を手

放 す こ とが で き なか った の で す。 こ う

して 選択 の権 利 を 行 使 した青 年 は， 悲

しみ な が ら立 ち去 った 。 た くさん の資

産 を 持 っ て い たか ら… … 」 で あ る。 こ

れ は彼 が神 よ り も富 に仕 え る方 を選 び

イ エ スが 教 え よ う と され た完 全 な律 法

に生 きる ことが で きな か っ た ことを 示

して い ます 。

イ エ ス ・キ リス トの教 会 は， す べ て

の人 に選 ぶ 機 会 を与 え て い ます 。 イ エ

ス は次 の よ う には っき りと述 べ て お ら

れま す 。

「だ か ら
，何 を食 べ よ うか ，何 を飲

もうか ， あ るい は何 を着 よ うか と言 っ

て 思 いわ ず ら うな。 これ らの もの は み

な， 異 邦人 が切 に求 めて い る もの で あ

る。 あな た が た の天 の父 は， これ らの

ものが ， こ とご と くあ な たが た に必 要

で あ る こ とを ご存 じで あ る。 ま ず神 の

国 と神 の 義 とを求 あ な さ い。 そ うすれ

ば， これ らの もの は， す べ て添 え て与

え られ るで あ ろ う。」

（マ タ／ｆ６ ：３１一一３３）

古 代 イス ラエ ル にお ける 什 分 の一 の律

法

什 分 の 一 の律 法 は， イス ラエ ル の予

言 者 た ち も守 って いま した。 ア ブ ラハ

ムは メル ケ ゼ デク に什 分 の一 を支 払 い

ま した。

「この メ ル ケ ぜ デ クは サ レ ムの王 で

あ り， い と高 き神 の祭 司 で あ った が，

王 た ちを撃 破 して 帰 る ア ブ ラハ ム を迎

え て 祝 福 し， それ に対 して ， ア ブ ラハ

１８

ムは彼にすべての物の什分の一を分け

与えたのである』その名の意味は，第
一に義の王，次にまたサレムの王，す

なわち平和の王である。

そこで，族長のアプラハムが最 もよ

いぶんどり品の什分の一を与えたのだ

ふら， この人がどんなにすぐれた人物

であったかが，あなたがたにわかるで

あろう。」 （ヘブル７ ：１－ ２， ４）

主はシナイ山において，イスラエル

の子供たちに次の戒めを与えられま し

た。

・「地の什分の一は地の産物であれ，

木の実であれ，すべて主のものであっ

て，主に聖なる物である６」

（レビ２７：３０）

「あなたは毎年，畑に種をまいて獲

るすべての産物の什分の一を必ず取り

分けなければならない。そしてあなた

の神，主の前，すなわち主がその名を

置 くために選ばれる場所で，殻物 と，

ぶどう酒 と，油との什分の一と，牛，

羊のういごを食べ，こうして常にあな

たの神主を恐れることを学ばなければ

ならない。」 （申命１４－２２：２３）

こうしてそれ以来， 「常にあなたの

神，主を恐れることを学ばなければな

らない」という目的が現在も続いてい

るのです。

「その命令が伝わるやいなや，イス

ラエルの人々は殻物，酒，油 蜜なら

びに畑のもろもろの産物の初物を多 く

ささげ，またすべての物の什分の一を

おびただしく携えて来た。」

（歴代３１：５）
「あなたの財産と，すべての産物の

初なりを もって主をあがめよ。」

（箴言 ３；９）

ヤコブは；主 より与えられたすべて

の物の什分の一を払 うことを約束 しま

した。

「またわたしが柱に立てたこの石を

神の家といた しま しょう。そしてあな

、

たが くださるすべての物の什分の一を

わたしは必ずあなたにささげます。」

（創世２８：２２）

レビの子孫は什分の一を受けるよう

に任命零れま した。

「さて，レビの子のうちで祭司の務

を している者たちは，兄弟である民か

ら，同 じくアブラハムの子孫であるに

もかかわらず，什分の一を取るように

律法によって命 じられている。」

（ヘブル ７：５）

近代における什分の一の律法に対する

反対

末日聖徒が，・ｆエス ・キリス トの福

音の一部として，最初に什分の一の律

法を教えた時，他の教会の聖職者や世

間一般の人々か ら，什分の一はキリス

トによちて成就されたモーセの律法で

あり，新約聖書㊥教えではなかったと

いう理由で反対を受けましに。 しか し

イエスが人々に什分の一の支払いを怠

ってはならないと教えたことはあきち

かです。．

「偽善な律法学者，パリサイ人たち

よ。あなたがたは，．わざわいである。

はっか，いのんど， グミンなどの薬味

の什分の一を宮に納あておりなが ら，

律法の中で もっとも重要な公平とあわ

れみと忠実とを見のがしている。」

（マタイ２３：２３，ルカ１１：４２も参照）

いまや反対はな くなり，多 くの教会

は什分の一の律法を適用 しようとして

きま した。 しかし，そこにはいろいろ

な問題が生 じています。

私たちは，什分の一の律法がイエス

・ギリス トの福音であると知っていま

す。すでに述べたように，主はこの時

満ちたる神権時代に，その予言者を通

してこの原則を， 「彼 らの守るべき永

久的定法」 として教会に与え られまし

た。
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動選手はよく，全力を出 し切ったあとも再び力が盛 り運

返してきて増々強さが加わると言います。 くたくたに

なるまでプレーしつづけるバスケットボールの選手を例にと一

ってみましょう。彼は試合の途中で速力を落 とすこともでき

るし，またその時はどんなに辛 くともなんとか最後までベス

トを尽 してや り通すこともできます。 ここで後者を選び，全

力をふ りしぼってや り通そうとする時，その選手の力は再び

盛 り返 して くるのです。 この盛 り返すだけの力は，選手が全

力を出 し切るだけではな く，さらにそれにプラスした力をふ

りしぼらなければ得 られるものではありません。 ．

今あげた例は，断食 という福音の原則に似ています。断食

と祈 りによつて人は，自分自身の考えだけで得 られるよりも

もっと大きな力と強さを得ます。断食と祈りによって，人は

謙遜になり，責任を果たレ，問題を解決するために必要な特

別の力を主が与えたもうという信仰を得るのです。

このことは，救い主がはっきりと示 しておられます。ある

時，一人の父親がイエスの弟子たちのところへ来て，息子か

らおしの霊を追い出して くれるように頼みましたゐ弟子たち

はその願いをかなえてやることができませ んで 馳した。そこ

で，その父親はイエスに近づいていきました。

「そこで人々は，その子をみ もとに連れてきた。霊がイエ

スを見るや否や，その子をひきつけさせたので，子は地に倒

れ，あわを吹きつけながらころげまわった。そこでイエスが

父親に， 『いつごろから， こんなになったのか』 と尋ねられ

ると，父親は答えた， 『幼い時からです。霊がたびたび， こ

の子を火の中，水の中に投げ入れて，殺そうとしました。 し
覧

か しで きま すれ ば， わ た しど もを あ わ れ ん で お助 け く だ さ

い 』。 イ エ ス は彼 に言 わ れ た ，『もしで きれ ば， と言 うのか 。

信 ず る者 に は， どん な事 で もで き る。』 そ の子 の父 親 は す ぐ

叫 んで 言 った。 『信 じま す。 不 信 仰 な わ た しを， お助 け くだ

さ い』。 〆聾

イエ ス は群衆 が駆 け寄 って 来 る のを こち ん に な っ て， け が

れ た霊 を しか って言 われ た， 「お しとつ ん ぼ の畢 よ， わ た し

が おま え に命 じる。 この子 か ら出 て 行 け。 二 度 とは い って 来

る な」。 す る と霊 は叫 び 声 を あ げ， 激 し く引 きつ け させ て 出

て 行 った。 そ の 子 は死 人 の よ うにな った の で ， 多 くの人 は，

死 ん だ の だ と言 った。 しか しイ エ ス が 手 を取 って起 こされ る

と そ の子 は 立 ち上 が った。 家 には い られ た と き， 弟子 た ち は

ひ そか にお尋 ね した， 『わた した ちは ， ど う して霊 を追 い 出

せ なか った の で す か 。』 す る とイ エ ス は言 われ た。 ｒこの た ぐ

いは ， 断 食 と祈 りに よ らな けれ ば ， ど う して も追 い 出 す こと

は で き ない 』。」 （マ ル コ ９ ：２０－ ２９）
１∵

祈 りをともなう断食は，私たちが主の前にへりくだる時，

より大きな力を与えてくれます。’しか し，世の中には， この

断食という福音の原則を誤って解釈 している人々がいます。

彼 らにとって断食とは，空腹以外の何 ものでもないのです。

真の意味での断食には，喜びがともなうはずです。主はこの

ことについて次のように言われま した。 「誠にこれは断食と

祈 りにして，言を換えて言えば悦びと祈 りな り」。（教義と聖

・約５９：１４）

イザヤは少し言葉を変えて，同 じような ことを述べていま

す。 「……見よ，あなたがの断食の日には，おのが楽 しみを

１９
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求め，……」 （イザヤ５８：３）

断食することによって，私たちは強あられます。断食は，

私たちの生活や考えを，主と一致させる機会であり，私たち

が自分 自身を訓練する機会で もあります。断食は， 自由意志

によって踏み行なう原則で，それは若い男女が食欲，肉欲を

制することを学ぶ貴重な機会です。 ウィリァム １ジョージ ・

ジ ョーダンは，私たちが，自己を制することを学ぶ過程につ

いて，彼の記事 「すべてに優る自制」の中でこのように述べ

ています。

，， 「我々は自己訓練と精神訓練のために，不愉快に思う事柄

や，いざどいう時す ぐ必要な行動に移る助けとなる行ないを

毎日実行しようではないか。そのような訓練は，ごく簡単な

ことか らは じめてよい。たとえば，非常におもしろい本を読

んでいて，非常に感動 し，どうして も続けて読みたいと思 う

時にしばらくその本をふせておくとか，どうしても電車に乗

って帰りたい時に，可能な限り家まで歩いて帰るとか，つき

合いに くい人に話 しかけ，会話を楽しいものにするなどであ

る。 こうした日々の精神訓練は，人 々の性質全体に非常にす ．

ばらしい効果をもたらすに違いない。人は小事に自制 しては

じめて大事に自制することができるようになるのである。」

イザヤは，断食のもつ他の目的に言及 し， このように尋ね

ています。 「わた しが選ぶところの断食は，悪のなわをほど

き， くびきのひもを解 き， しえたげられる者を放ち去 らせ，

すべてのくびきを祈るなどの事ではないか。また飢えた者 に

あなたのパンを分 け与え， さす らえる貧 しい者を，あなたの

家 に入 れ， 裸 の者 を 見 て ， これ に着 せ， 自分 の骨 肉 に身 を隠

さ な い な ど の事 で は ない か 。」 （イ ザ ヤ５８：６～ ７）

イザ ヤが 「悪 のな わ を ほ ど き， くび きの ひ もを解 き」 ま た

「す べ て の くび きを 祈 る
」 と言 って い るの は，自分 の こ と しか

考 えず 利 己 的 で ，虚 栄 心 や プ ライ ドが 強 く， そ の心 を あま り

に も この世 の こ とに 向 け て い るた め に， 神 を 愛 し隣 入 を 愛 せ

よ とい う二 つ の 大切 な戒 め をす っか り忘 れ て い る人 々 の 悪 を

さ して い る よ う に思 わ れ ます 。 神 を 愛 し， 隣 人 を 愛 せ よ とい

う この原 則 は， 断食 の真 の 目的 の中 に含 ま れ て い るの で す。

ま た 「… … さ す らえ る貧 しい者 を ， あな た の 家 に 入 れ， 裸

の者 を見 て ， これ に着 せ ， 自分 の 骨 肉 に身 を 隠 さな い な どの

事 で は な い か 。」 とい うイザ ヤ の言 葉 は， 文 字 通 り理 解 で き

ま す。

断 食 献 金 の原 則 は，教 会 の若 い人 々 に， 貧 しい人 々を 金 銭

的 に助 け る機 会 を 提供 して い ま す。 清 く汚 れ の な い信 心 」 の

精 神 で ，皆 さん は，恵 ま れ な い環 境 に あ る入 々を 助 け る こ と

が で き るの で す。

ヒー バ ー Ｊ． グ ラ ン ト大 管 長 は， ＊エ マ ー ソ’ンの 次 の 言

葉 を よ く引用 しま した。 「我 々が 続 けて や ろ う と思 う もの は

容 易 に 為 す こ とが で き る。 そ れ は対 象 とな る もの の性 質 が 変

わ るた め で は な く， それ を 為 し遂 げ る我 々 の 能 力 が増 す た め

で あ る」。

＊ラル フ ウ ォル ドー ・エ マー ソ ン （１８０３～ １８８２） ア メ リ

カの随 筆 家 ， 哲 学 者 ， 詩 人 。 ・…二滞 「
「良心 の声 はきわめてかすかで消 されやすい

。 しか し，それは

また非常 にはっき りして いて，聞 きもらす ことも困難 である。」１

とス タール夫人 は言 つた。 またフランシス ・ボウエ ンは言 ってい

る。 「良心 は，人 間の心 にある神の御声であ る…… 。」２ ある意味

で，それは内なる声で あると同時に外か らの何かである。 ジョー

ジ ・クラブは良心 を 「人間 のいと忠実 なる友 」３， と述べ ている。

「良心は判 事と して罰す る前 に，友 と して我 々に警 告を与 える」４

ところの友 である。

ある人 は良心 を無視 し， くじき，あたか も良心が ないか のよう

に振舞 うことによって， それを支配で きた と老 えて きた。 しか し

かた くなに良心 に逆 うものは， こまやかな感 受性 を失い， 自身 と

神 と他人 を受 け入れ る気持がな くなる。 また持 ち得 たであろう平

安 を も失 う。 どうにか して，あたか も良心がないかのよ うな生 き

方 をす る人 々は， なん らかの代償を支払 っている。

．良心 は神経 のような ものであ る。 もしも良心 に無感 覚 で あ れ

ば， それ は我 々に真理を教えては くれない。真理 を 知 ら な け れ

ば，我 々は困りはて る。人の内 には生まれなが らに して容 易に変

え ることのできない何 かが ある。良心に さか らう故 意の振 舞いは

内なる人格をい ささか変 えて しま う。償 いの律法 は，，他 のあらゆ

る律法 と同様 に，良 心に働 きかける。教 えや戒め ，道徳や不道徳

を変え るような あらゆ ることを話 しても，人 は，神が与 えた もう
～た内な る答えに反 して行動 する ことはできない

。神か らのささや

きを無視 し，知 ってい る良 い ことを否定 して，人 は．良心 の苛責 を

感 じず にはい られない。良心 を無視 すれ ば必ず 自身 を す さ ま せ

る。良心 に苦 しむ前 に，友 としての良心 に耳 を傾 けるが よい。や

ましい心をいやす唯一の方 法，それはなさざるべ きことをやめ，

なすべ きことを し始め ることである。

１．

２．

３，

４．

ス ター ル 夫 人 （１７６６－ １８１７），フ ラ ンス の作 家

フ ラ ン シス ・ボ ウエ ン （１８１１－ １８９０），ア メ リカ の哲 学 者

ジ ョー ジ ・ク ラブ， 「良 心 の戦 い」

レス ジ ンス キ ー ・ス タニ ス ラ ウス （１６７７－ １７６６），ポー ラ

ン ド国 王

１
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「 匙 ノ ・

旧 約聖 書 は， 問題 が 多 く混 乱 した世

の 中で道標 を捜 し求 め る若 者 に信 仰

と希 望 を与 え る。 古 代 の指 導 者 た ち

は こ う叫 ぶ の で あ る……

「主 は
，わ た し を

正 しい道 に導 か れ る」

一 詩篇２３：３一

＊ケ ネ ス Ｗ ． ゴ ッ ドフ リー

前の若者 と同様今日の若者 も，聖句を頼みとし，混乱や不安

の申にあって，そこか ら助けを得ることができる。 、一禰

・ 今 日の若者が直面 している問題の多 くは，少な くともその

一部は，旧約聖書の助 けによって，解決される。なぜな ら旧約

聖書の中に描かれている人物は現実の問題をかかえ，実際に

その問題の解決を試みた人々だか らである。若者は聖書中の

人々の犯 した誤ちを見て同 じ誤ちを くり返すことな く，彼 ら

の成功を知って自らを高めることができる。このように人間

の求めるものは，喜びであることを次第に悟るようになる。

△ 日の若者が主として，関心を抱いている事柄は男女関
７ 係

，大学の選択，認められること，就職，人望などで

ある。 （最近の世論調査の結果による）さらに，今 日の若者

には，前の世代ではほとんど見 られなかった社会問題に取 り

組む姿や，深い関心を示す態度が見 られる』彼 らがしばしば

説教台の上から聞く理想の世界は，実際目に見える世界から

あまりに も大きぐかけ離れている。 しか しなが ら，何千年 も

ナ ． ・・ よ り良 い世界 へ の関心
知．

聖書の一番最初の章には，神による地球創造が記されてい

る。社会問題にとりくみ，より良い世界を造 りだすことに深

い関心を抱いている人々は，創世記を注意深 く読むな らば，

そのような自分たちの行動を神 も認めておられることを知る

に違いない。我々もアダムと同様地を従わせ，支配するよう

に戒められているのである。 （創世記 １：２８を参照）

天父は，偉大な自然界のみを創造されたので，はじあは音

楽 もな く，す ぐれた文学 も書かれず，橋 もかけられず，芸術

もな く，人間関係 もなかった。人は，年令にかかわ りなく，

神と共に，よ り美 しく，素晴 しい世界の創造のわざにたずさ

わることができるのである。 ｔ ・・ ．曳・

人生の目的 誇 ・一

牧者で，いちじく桑の木を作 るテコアのアモスは，今日の

若者と同様当時の社会悪について述べている。女性はぜいた

くにふけり，怠惰な生活を し，夜遅 くまで飲み食いしていた。

彼女たちの不道徳な行ないに， この古代の牧者は非常に深い

関心を抱 いたのである。不正に財産を得て富める者になった

人々を嘆き，アモスはこう述べている。 「あなたがたは正 し

い者を しえたげ，まいないを取 り，門で貧 しい者を退ける…

…。」（アモス ５：１２） 自分の住む社会が悪化 してい くのを思

いめ ぐらしている時， アモスは神に呼ばれ，堕落 した人々の

中に行って神の言葉を伝えるようにとのさしずを受けた。

＊ ケネス Ｗ． ゴッ ドフ リー氏 は， 教 会の宗教及 び神学 講座 の ア

リゾナ，ニ ュー メキ シコ州地 区主 任であ る。 ユ タ州 コーニ ッシュ

に生まれ，１９６７年に理学士号，理学 修士号をユ タ州立 大学で，哲

学博士号を ブ リガム ・ヤ ング大学 で受けた。 同氏は これまで も，

数多 くの教会雑誌に寄稿 され，西部政治学 協会の委員で もある。

また１９５３～５５年 にかけて，南部諸州 伝道部の仕 事に従 事 した。 現

在 は， テンプ ステー キ部 （ア リゾ ナ州） で高等評議員をつ とめ，

オー ドリー ・モン トゴメ リー夫人，四人の子供 と共にテ ンプ第 六

ワー ド部 に所属 して いる。
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そ の 時ま で は 「予 言 者 で もな く予 言 者 の子 コ で もな か った

ア モス は ， へ り くだ っで こめ 争 言 者 ど しそ の 召 しを真 剣 に考

え た。・・そ して彼 は， 全 イ ス ラエ ル の 民 に 向 っ て， 雄 々 し く宣

言 した の で あ る。 ・ ’ご

「善を 求 め よ
， 悪 を求 め るな 。 ’匹

・そ うす れ ば あ な だが た は生 き る こ とが で き る
。 … …悪 を

憎 み， 善 を愛 し，』門 で公 義 を立 て よ 」 （ア モ ス

．５ ：・１４
， １５）

¶ ・公 道
を水 の よ うにヂ ．・：∴

正 義 を つ き な い川 の よ う に流 れ させ よ 。」

（ア モ ス ５ ：２４）

結 果 は決 して 良 い もので ばな か っ た が， 少 な く と も， こ の

一人 の牧 者 は神 の助 けを得 て天 々を 悪 か ら正 義 の道 へ 導 こ う

と試 み た もので あ る。 失敗 した に もかふ わ らず ， ア モ スは 自

分 が 神 の前 に正 しか った こ とを知 っ て お り， 彼 の心 に は， 少

しのや ま しい 気 持 ち もな か った。

彼 は， 人 々 が も し神 に対 す 為信 仰 と忠 実 を 基 い とす る人生

の 目的 を 知 って い るな ら， た とえ どん な混 乱 した 時 代 にあ っ

て も 必 ず正 しい名 誉 あ るｒ 生 を 送 る こ とが で き る こ とを我

々 に教 え て くれ る。

主 の 雷 葉 を 聞 け

イ ザ ヤ， エ レ ミヤ， エ ゼ キ エル ， サ ムエ ル ， エ ライ ジ ャ，

これ はイ ス ラエ ル の予 言 者 た ち の うち ほ ん のわ ず か の 名 前 を

あげ た にす ぎな い が，彼 ら も当時 ゐ政 治 ， 社 会 ， 宗 教 問 題 に

徹 底 的 に取 り組 ん だ人 々 で’あるｂ．彼 らの例 を 見 た だ けで も，

今 日 の若 者 が 自分 た ち（わ往 む社 会 １こ深 い関 心 を 抱 くご と慮閥

違 って い な い こ とが わふ る で あろ う。 た とえ ば ，．止 レ ミヤ は

主 か ら次 の よ うな戒 め を与 え られ た 。

「主 の 家 の 門 に立 ち
，．そ の所 で ， こ め言 葉 を の べ で言 え ，主

を 拝 む た め に， との 門 を はｂ る ユ ダ のす べ て の入 よ， 主 の言

葉 を 聞 け。 … … ・・偽 りの言 葉 を 頼 み と して はな ら．な い １… …・・．

もしあ な た が たが ， ま こと１に，「１そ の 道 と行 い を 改 め そ，．互 に

公 正 を行 い， 寄 留 の他 国人 と，１．み な しご と， や もめ を しえ た

げ る こ とな く， 罪 の な い人 の血 を こ の所 に流 す ζ とな く， ま

た・ほかの神々に従っ節 ら害韓 ね くことをしないなるば

わたしはあなたがた名 １・・∵ ：・こ鱒 （パレ培 ナ〉た永遠

に住 ま わ せ る 。」 （土 レ ミヤ ７ 駅 ２『，．４～ ７）

エジプトとバビ吟 姻 を鞘 猷 騨 戻すためｉ殴 られ

た愚かな外交政策や，・部悪な行頓 ・ρ結果を人々に知 ら章よ

う と， エ レ ミヤ は くび き （束 縛 の象徴 ） を負 って 裏 ル サ レム

２２

も

の町々を歩いた。その結果彼は捕えちれてよごれた泥穴に閉

じこあられたが，後に釈放され，捕虜をエジプ トへ連れ出 し

てそこで最期を遂げた。

二つのものの間

しかしなが ら，イスラエルの予言者たち皆が，当時の人々

に拒まれていたわけではない。天与の勇気の持主エライジャ

は，邪悪なバアル （異教の神）の予言者四百人 と，イスラエ

ルの民に，カルメル山で合い，そこでこのように叫んだ。

「……… 『あなたがたはいつまで二つのものの間に迷って

いるのですか。主が神ならばそれに従いなさい。 しか しバァ

ルが神ならば，それに従いなさい』。民は ひと言 も彼に答え

なかった。」（列王紀上１８：２１）

バアルの予言者たちは何度 もバアルを呼んだが何の答え も

得られなかった。そこでエライジャが主を呼び求あると，天

か ら火が下って祭壇 と供え物 とを焼き尽 したのである。エラ

ィジャの祈 りに答えたもうた神を信ずるエラィジャの強い信

仰のおかげで，イスラエルの人々が二度と再びバアルを拝む

恐れはな くなったのであった。そして人４も， もはやいつま

でも二つのものの間に迷うこともな くなった。彼 らはしばし

ば罪を犯 したが，主が神であることを知ったのである。・

イスラエルの予言者たちの生涯を学ぶことによって，我々

は非常に大きな教訓を得ることができる。そして彼 らの努力

の結果が失敗に終ったもので も，我々は彼らの示 した偉大な

勇気を知ってその価値を認めずにはいられない。

若 者 へ の 指 示

「若者たちはまた
，他の人々を助け，人間社会の環境改善に

役立つような職業を選ぶ時，旧約聖書に励まされ るの で あ

る。教義と聖約の中で主ぽ我々に，「天にも地の下（地質学）

にも関わりあること，またすでに起 りたること （歴 史）， 今

有ること （時事），近 く必ず起 らんとすること （予言），……

また国外にあること （外李問題〉……」，さらに 「・・’・…国々に

就ける知識 （地理学）」を得るべきであると言われて い る。

（教義と聖約８８：７９）箴言の中苓けで も，知恵，知識を求め

よという勧告の言葉が ９回もでて くる。一つの例 と して，

「知悪ある者は誉を得る， しかし，愚かな者ははずか しあを

得る」という聖句がある。（箴言３ ：３５）

旧約聖書の中の神に召されて予言者となった人々は，それ

ぞれ異なった職業を持 っていた。アベルは牛を飼 う者であり

アブラハムは天文学に興味を持 ち，モーセは生物学の知識を
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持 ち，モーセの義父ジェトロは，人間関係や人間の心理を見

通す鋭い洞察力．を持っていた。またエリシャは医学の知識を

持 ち，ダビデは将軍で，イザヤは政治学者であり政治顧問で

あ り貴族であった。ギデオンは農夫であった し，ヨセブはエ

ジプ トにおいて政治上著名な人物 となった。 このような主の

選ばれた予言者たちの多方面にわたる活動は，人がいかなる

職業にあって も神を敬い仕えることができることを示 してい

るように思われる。若者は，まず第一に地上の神の王国の建

設 に心を向けるべきであるが，彼 らは最 も興味ある職業を選

ぶという侵すことのできない権・利を持っている。

道徳基盤と家族の名誉

エジプ トでのヨセフのあの感動的な話の中には，道徳の心

髄がみられる。遠 く家を離れ，新 しい習慣を持った見知 らぬ

人々の間にあって，落胆 し，恐れさえ抱いたに違いない我々

の偉大な先祖ヨセフは，彼の仕えた主人の妻に，純潔を汚す

誘惑を受けた。ヨセブが父イス ラエルそして天父 と交わし孝

聖約を知 らずに，彼女は幾度とな くヨセブを誘惑 した。しか

しそのような誘惑の言葉に，ヨセブはこう答えたのである。

「どうしてわたしはこの大きな悪を行なって，神に罪を犯す

ことができましょう」。（創世３９：９）

ポテパルのこの邪悪な妻は，若いヨセブを丸め込 もうとした

が， ヨセフは自分自身を，父を，そして神を裏切 ることをせ

ず静かに牢獄へ引かれていったのである。現代の若者にとっ

て これはなんと力強い模範であろうか。

幽旧約聖書は若者に対して
，両親を敬い，よく気づかい，彼

らの言葉に耳を傾けそれに従うよう，また両親の名前を尊ぶ

ようにと声を大にして叫んでいるように思われる。シナイ山

で主は 「汝の父母を敬え」 と言われた。箴言の中に 「愚かな

者は父の教訓を軽んじる，戒めを守 る者は賢い 者 で あ る」

（箴言１５：５） さらに， 「わが子よ，あなたの心をわたしに

与え，あなたの目をわたしの道に注げ」 （箴言２３：２６）とあ

る。人はすべて神の子供であると同時に，アブラハム，イサ

ク，ヤコブの子供であるという考えが何度 も緯 り返 し述べ ら

れている。人は家名に誉れ，威厳を もたらし，その名を神の

目にかなうものとする神聖な責任を持っている。旧約聖書に

出て くる子供たちは，親の教訓を軽んじた結果待ち受けてい

るものは，悲 しみ，悔恨，苦 悩であることを，また逆に両親

の勧告，教えに従 う時は非常に価値ある生活を送 ることがで

きることを知 った。

罪を犯 したために感 じる疎外感はダビデ王のある真心から

の祈 りによって幾分緩和 されるに違いない。 「神よ，あなた

のいつ くしみによって，わたしをあわれみ，あなたの豊かな

あわれみによって，わたしのもろもろのとがをぬ ぐい去って

くガ さい。わたしの不義を ことごとく洗い去 り，わたしの罪

か らわたしを清めて ください」。（詩篇５１：１， ２）これを読

むと，真の意味での神の許しの精神を感 じとるこ とが で き

る。

信仰によって生きよ

旧約聖書にはまた，現代の多くの宗教問題を部分的にでは

あるが解決できる方法がのっている。神の存在に疑いを抱 く

若者たちは，モーセの前に燃えるしばの中や，夜中サムエル

に聞えた声，エライジャに聞えた静かな声， ヨブの前に吹き

あれたつむ じ風に，そしてまた深 く悔いたダビデ王の言葉に

神を見出すに違いない。いったん神を見出した若者は，若い

サムエルのようにこう叫ぶことであろう。 「しもべは聞きま

す主よお話 しください」。（サムエル記上 ３：９）

神の存在について，聖書のいたるところで証 し され て い

る。創世記の最初の言葉にもそれを見 ることができる。 「は

じめに神は……」。

若い人々は，善良な人々に も，悲しみ，苦痛，悲惨，そし

て他の数々の苦難がふ りかかるのを見て理解に苦 しみ，ヨブ

のように泣き叫ぶのである。悲惨，苦痛，悲 しみ，これ らは

いつ も悪行の結果 もたらされるものだろうか。 ヨプ記には，

善良な人々 も不幸に見舞われ，そのような不幸は人間の善悪

か ら来るものではないと記 されている。そうした状態にどう

対処するかによって，災難は，その人のためにもな り，また

耐え られない ものに もなるのである。

苦難や肉体上の苦痛を受け，あるいは善良な人々が亡 くな

った り，かたわになったりするのを見て，悲しみに打ちしず

み，身 も心 もくじかれた状態になる時，若者は理解に苦しみ

泣き叫ぶであろう。 しかし彼 らはヨブ記の中の，つむ じ風の

中か らヨブに語 られた主の言葉に答えを見出すに違いない。

そして 「信仰を持ちなさい」 という主の言葉を聞 くの で あ

る。

正しい人々が苦 しみ，弱 くなってい く一方，邪悪な人々，

国々が繁栄 していくのを不思議に思う若者は，ババククに問

うことができよう。ハパククは，主の選びの民イスラエル人

がしだいに弱 くなっていくのに，なぜ 「たけく， 激 しい 国

民」のカルデヤ人が強 くなってい くかを主に尋ねた。彼 らが

そのような質問に答えを得 られない時，ババククと同様 「義

２３
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｝

人はその信仰によ・て生きる・ことを思し献 すであろう・ １

（バ バ ク ク ２ ： ４） ／
く
～愛はすべてにまさる

ホセアは，愛はすべてにまさると教えている。誤ちは人生

に悲劇と悲嘆を もたらし，天父を悲 しませるものであるが，
ど

天父の尽 きない愛によって，我々は生命にまさる聖なる約束 ！

を受けてい、のであ、． １
ヌ

主 は ホ セ ア を通 しイ ス ラェ ル の人 々 に， 彼 らの た め に主 ご ！
の ヒ

自身がかつてなさった偉大な事柄や，彼 らと交わした約束に

ついて語 られた。主はいかにして彼 らをエジプ トから導き出

顯 驚 誕灘 懇諜 量撚 もヱｉ
ラ

々はしだいに主なる神を忘れていった・主は・人々の犯 した ／

悲 しむ べ き罪 を あ げ， 彼 らの悪 行 を嘆 いて お られ る。 「わ た

れ み の綱 ， す な わ ち愛 の ひ もで 彼 らを 導 い た」。 （ホ セア １１：

１， ４） ）

ほ と ん ど嘆 願 す るか の よ う に， イ ス ラエ ル は み ず か らを破

滅 に至 らせ たが ， 「だれ が あ な た を助 け る こ とが で き よ う」 き

と， 主 は叫 んで お られ る。 （ホセ ア １３：９） しか し， つ い に

は 喜 び の声 を もって ， こ う言 われ た。 「わ た しは彼 らを 陰 府

の力か らあがな峨 らを死からあがなう・……わたしは彼 ｉ

らの そ む き を い や し， 喜 んで これ を 愛 す る。 わ た し はイ ス ラ

エ ル に対 して露 の よ うに な る。 彼 はゆ りの よ う に花 咲 き， ポ

プ ラの よ うに根 を張 る。」 （ホ セ ア１３：１４，１４：５，４欽定 訳 ）

これ は， 使 徒 パ ウ ロの あ の美 しい 言 葉 の 序 とな る もの で あ

る。 「わ た しは確 信 す る。 死 も生 も， 天 使 も支 配 者 も， 現 在

の もの も将 来 の もの も， 力 あ る もの も， 高 い もの も深 い もの

も， そ の他 どん な 被 造物 も， わ た した ちの主 キ リス ト ・イ エ

ス に お け る神 の 愛 か ら， わ た した ちを 引 き離 す こと で は ない

の で あ る」 （ロー マ ８ ：３８～ ３９）

神 の 愛 は無 条件 にす べ て の人 々 に与 え られ る とい う こ と，

ま た， 神 に そむ く行 な い や 罪 を犯 し， 世 の 中が いか な る状 態

に な ろ う と も，我 々 は神 に た ちか え る こと に よ り望 み を 得 ，

救 い の 力 を 持 つ神 の偉 大 な愛 を受 け られ る とい うこ と， お そ

ら くこれ こそ 旧 約聖 書 が若 い人 々へ 送 る決 定 的 な メ ッセ ー ジ

で あ ろ う。 一 生 の仕 事 を 決 定 す る時 ， 人 望 に関 して， 男女 関

係 に 関 して 問題 が 起 きた 時 ， そ して 生 活 を暗 い もの に す る現

代 社 会 に疑 問を 抱 く時 ， 旧 約 聖 書 の 中 に そ の答 え を求 あ よ う

で はな い カ ρ
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最近私は，人生で成功し，かなりの社会的地位を得ている

人と話す機会がありました。彼は，青年時代，自分の望む目

標を じっくり考え，その考えたと同じ位の時間を使って，目

標を達成する方法について考えたそうです。 「私はこうして

自分の持つ才能と力を最大限に発揮 しえた」と彼は語 ってい

ます。

多 くの人は，意識して目標を決めていません。まるで 「風

の吹 くままに揺れ動 く海の波に似ている」．（ヤコブ１：６）

つまり，多 くの人は，自分の人生の目標に向っているかどう

かを考えていません。身近かな人 々の行ないを見てそれをと

り入れているのです。

救い主はこう言っておられます。 「わたしがきたのは，羊

に命を得 させ，豊：かに得させるためである。」（ヨハ ネ１０：１０）

もしこの言葉の深い意味を理解 していた ら，私たちは主がた

まわるこの 「豊かな命」を得ようとする刺激を与えられ，動

機づけられるでしょう。確かに，知的面で もそのような命を

得たいという望みを持つでしょう。 しかし， これ以上に，情

緒的，霊的資質により私たちはこの目標 にあこがれを抱き，

時には，その資質が，知力よりも実質的にまた力強 く人生に

影響を及ぼすことがあるのです。

豊かな命

「豊かな命」とは何でしょうか。

「見よ。これわが業にしてわが栄光，すなわち人に不死不

滅 とネ 遠 の生 命 とを もた らす な り。」 （モ ー セ １ 三３９）

ζれはキ リス ト．㊥たまわる豊 かな命というものが限 りない

広 さと深みを持って．いることを表わしています。この言葉ρ

意味は深遠です。私たちが永遠に隼きるとすれば，永遠の目

標を立てなければなりません。人生のいかなる場合にも，そ

れが篠にどんな影響を及ぼすかを常に意識する必要がありま

す。 これは，永遠のものを追求するためには，一時的な満足

をがまんしなけれ’ばならないとい うことです。

正直ホりも物質的な満足に重きを置 く人がいます。けれど

も， 「たとい人が全世界を もうけて も， 自分の命を損 した ら

なんの得になろうか」（マタイ１６：２６）。私たちは，人生にお

いて優先すべきものを確立 し，何が自分にとって最大の喜び

と満足 とをもたらすかを決あなければなりません。このこと

が救い主の生涯のある出来事によく表わされています。

イエスが道に出て行かれると，ひとりの人が走 り寄 り，み

まえにひざまずいて尋ねた， 「よき師よ，永遠の生命を受け

るた あ に， 何 を した らよ い で し ょ うか」。 イ エ ス は言 わ れ た，

「… … い ま しめ は あな た の 知
って い る とお りで あ る。 『殺 す

な ，姦 淫 す るな ，盗 む な， 偽 証 を立 て る な。 欺 き取 るな 。 父

と母 とを敬 え』」。 す る と， 彼 は言 った ， 「先 生 ， そ れ らの事

は み な， 小 さい時 か ら守 って お りま す 」。 イ エ ス は 彼 に 目を

とめ， い つ、く しんで 言 わ れ た ， 「あな た に 足 りな い こ とが 一

つ あ る。 帰 って ， 持 って い る もの を み な 売 り払 って ， 貧 しい

人 々 に施 しな．さ い。 そ うす れ ば， 天 に 宝 を 持 つ よ う に な ろ

う。 そ して ， わ た しに従 って きな さい 。」 す る と， 彼 は こ の

言 葉 を 聞 い て， 顔 を 曇 らせ ， 悲 しみ な が ら立 ち去 った。 た く

さん の 資産 を持 って いた か らで あ る。 そ れ か ら．； イ エ ス は 見

玄 わ して， 弟子 た ち に言 わ れ た， 「財 産 の あ る者 が 神 の 国 に

は い る の は， な ん と むず か しい こ とで あ ろ う」。 （マル コ１０：

１７～２３）

誤 った選 択 は 目標 を挫 折 させ る

お金 それ 自体 は悪 で は あ りませ ん。 そ れ は多 くの 満 足 を得

る た め の手 段 に もな りま す 。 けれ ど もお金 や 財 産 を重 視 しす

ぎ た結 果 ， それ が 目的 と な って しま っ た ら，私 た ちは真 の 目

標 で あ るべ き もの の達 成 に時 間 や 努 力 を 費 せ な くな りま す６

富 を 求 めず して 知 恵 を 求 め よ。 さ らば見 よ， 神 の奥 義 は 開

か れ ， そ れ よ り汝 ら富 め る者 とせ ら るべ し。 （教 義 と聖 約 ６

：７）

救 い 主 は賢 明 な 選 択 を な しえ た最 高 の模 範 で す。 叡 い主 は

ル シ フ ァー の誘 惑 を し りぞ け られ ま した。 そ れ は そ の誘 惑 が

主 の神 性 な人 格 ま た は神 に近 づ こ うと努 力 され て い た人 格 を

高 め るの で な くせ ば め る こ とを知 って お られ た か らで した。

ギ リシ ャ人 は無 知 を最 大 の罪 に数 えて い ま した。’なぜ な ら

無 知 は 選 択 の範 囲 を 狭 め るか らで す。 キ リス トの教 え られ た

原 則 を理 解 し， 実行 すれ ば， 正 しい力 が 発 揮 され ま す 。 な ぜ

な ら， この 方法 に よ り私 た ち の選 択 の範 囲 は倍 増 す るか らで

す 。

私 た ちは す べ て天 父 な る神 の子 供 で す。 です か ら， 私 た ち
ギア

は非常な可能性を秘めています。 もし，最 善の方法を知 り，

それによって可能性をひろげるならば，他人に分ち与えるこ

とのできる何かを持つことができるはずです。

われ誠に汝らに告 ぐ，人は努めて善き業に従い，多 くの事

をその自由意志によりて為 し，多 くの正 しき事を 為 し遂 げ

よ。そは人自らの中に自由の意志ありて……… （教義と聖約

５８：２７，２８）

２５
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豊かな愛一豊かな命

救い主は，霊的，知的，情緒的，社交的に最 も大きく成長

できる方法をお教えになりました。イエスがエルサ レムに入

られた時，周りに集まった人々にこう話されま した。

そして彼 らの中のひとりの律法学者が，イエスをためそう

として質問した， 「先生，律法の中で，どのいましめがいち

ばん大切なのですか」。イエスは言われた，「「心をつ くし，精

神をつ くし，思いをつ くして，主なるあなたの神を愛せよ」

これがいちばん大切な，第一のいましめである。第二 もこれ

と同様である。 『自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せ

よ』。（マタイ２２：３５～３９）

この偉大な原則は，だれにでもあてはまります。決してそ

の人が自分に何かをしてくれたか らというのでな く，ただ愛

のために私たちが進んで他人と分ち合 うなら，すべての人が

互いに与え，受けるという神聖な状態を築 くための貢献をし

ていることになります。私たちは，他人 と一緒の方が単独で

するよりも，はるかに多 くのことを達成できます。 １人 と１

人で ２人以上 の，２人 と２人で４人以上の力が発揮できると

いうのはその一例です。 このように互いに愛 し合 うことによ

り，天父が私たちに示 したもう愛をさらによく理解すること

ができます。

神よりの賜

罪よりの瞭いは，天父と御子の大いなる愛を表わしていま

す。

わたしたちは人間のあか しを受け入れるが， しかし，神の

あか しはさらにまさっでいる。神のあか しというのは，すな

わち，御 子について立て られたあか しである。 （１ヨハネ５

：９）

キ リス トほ私たちが彼のようになる機会にあずかることが

できるよう進んで苦難 と苦痛を耐え忍ばれました。

されど，われ誠にまこと．に汝 らに告 ぐ，われを受け入るる

者にはわれ悉 く神の子 となる能力を与えん。 （教義と聖約１１

：３０）

天父 と御子が私たちに与えた もう賜の中には，神権の権能

があります。これは，悔改あにより， 「再び生れる」機会を

与えて くれる権能です。悔改めたアルマはこの再生の意味を

理解 していま した。 ‘

まことに老の時から今になるまで，私は人々を悔い改めさ

せ，私 と同じ喜びを感 じさせるために，またこれ らの人 も神

２６

り

に よ って 生 れ 聖 霊 に満 され る よ うに たえ ず はげ ん で 働 いた。

（アル マ３６：２４）

人 生 で その よ うな再 生 を 知 っ た人 々 は ，・徳 ， 寛 容 ， 忍 耐，

兄 弟 愛 ， 謙 遜 ， 勤 勉 ， 愛 と同 様 「主 イ エ ズ ・キ リス トに お け

ゐ 信 仰 」 を あ らわ しま す。、自分 の 罪 を悔 改 め， 他 人 を も許 す

の で す。

キ リヌ トの示 した も うた， も う一 つ の大 き な愛 は， 私 た ち

が 目標 を達 成 す る た め の原 則 を明 らか に され た こ とで す 。 次

の よ う に言 って お られ ま す 。

「も しあ な た が たが わ た しを 愛 ず るな らば
， わ た しの い ま

しめ を守 るべ き で あ る。 わ た しは 父 に お願 い し ょ う。 そ うす

れ ば， 父 は別 に助 け主 を 送 って， い つ ま で もあ な た が た と共

に お らせ て 下 き るだ ろ う。 そ れ は真 理 の御 霊 で あ る。 … … も

しだ れ で もわ た しを 愛 す るな らば， わ た しの言 葉 を 守 るで あ

ろ う。 そ して， わ た した ち は そ の人 の と こ ろ に行 って ，』そゐ

人 と一緒 に住 む で あ ろ う。」 （ヨハ ネ１４：１５～ １７，２３）

報 いの 賜

キ リス トの言 わ れ た 「豊 か な 命 」 の賜 は ，平 安， 進 歩 ， 喜

び を もた ら しま す 。 私 た ちが た ま わ った主 に感 謝 せ ね ば な ら

な い賜 の う ち， 特 に大切 な もの が 二 つ あ ります 。 一 つ は， 私

た ちが 人生 を 徳 高 き もの に し， 清 め， 「彼 に つ いて この望 み

を い だ い て い る者 は皆 ， 彼 が き よ くあ られ る よ うに， 自 らを

きよ くす る」 （１ヨハ ネ ３ ：３） こ とで す 。

第 二 は イ エ ス が言 われ た よ うに， 「そ の よ う に， あな たが

た の光 を人 々 の前 に輝 か し， そ して ， 人 々が あな た が た あ よ

い お こな い を見 て， 天 に いま す あ なた が た の 父 を あ が め るよ

うに しな さ い」 （マ タイ ５ ：１６） とい う こ とです 。

私 た ちが 「教 え る機 会 」 を 求 めて い れ ば ， 「す べ て の人 に

光 」 を与 え， キ リス トの 「豊 か な 命 」 を 理 解 し， そ れ を求 め

て 生 活 す る よ う， 他 の人 々 に ， 教 え ，導 く機 会 が必 ず あ るは

ず で す。

そ うす れ ば ，私 た ちは アル マの よ うに言 う こ とが で き る で

し ょう。

… … 神 は私 を 終 りの 日に な って高 く挙 げ
， 自分 と一 し ょに

栄 光 の 中 に住 ま わ せ て下 さ る。 これ を私 は確 に知 って い る。

（ア ル マ３６：２８）

命 は私 た ち に とっ て本 当 に 「豊 か 」 に な るで し ょう。 時 に

お い て， 愛 の深 さ に お いて ， 果 て しない 進 歩 にお い て ， 永 遠

一に豊 か な もの と な る で し ょう
。



伝道部長メッセージ

あ け ま して おめ で と うご ざい ます
日本 伝 道 部長 ウ ォル タ ー Ｒ．ビル ス

一 年 が な ん と速 く終 っ た こ とで しょ う
。 過 ぎ し一

年 に受 け た祝福 をか え りみ てみ ま しょ う。 私 たちの

日本伝 道 部 は まこ とに祝 福 され ま した。 会 員 の皆様

の御協 力 のお蔭 で，私 た ちのプ ログ ラム は成功 をお

さめ ま した。 皆様 が多数 の新会 員 を よ く迎 へ 入れ て

下 さい ま した こ とを心 よ り感謝 い た します。

ビル ス姉 妹 と私 は， 皆様 の 目覚 ま しい発展 と成長

ぶ りを見 せ て いた だ きま した。補 助 組織 の指 導者 は

本 当 に素 晴 し く， これ はひ とえ に組 織 を成功 させ よ

う とす る会 員 の皆様 の支 持 の お蔭 です。 や が て私 た

ちは 日本 の地 に起 こる数 々の素 晴 しい業 を 目の 当 り

にす るこ とで しょ う。 益 々多 くの美 しいれ 拝 堂 が 日

本 の各 地 に建 ち ます。 また， この地 に私 たち 自身 の

神殿 の建 つ 日が早 く来 るこ とを祈 って止 み ませ ん。

人 々 は，私 たちの時代 に 日本 の指 導者 の故 に教会 を

仰 ぎ見 る よ うに な ります。 皆様 の よ うな素晴 しい教

会 員 がお られ る こ とを感謝 い た します。 主 は 「汝 ら

一 つ とな らざれ ば
，我 が もの に あ らず」 と言 われ ま

した。 私 た ちは一 つ です ！イエ ス ・キ リス トの福 音

は皮 膚 の色， 人種 ， 信 条 にか かわ りな くすべ て の人

の もの です。福 音 は生 活 の唯一 ま こ との道， す なわ

ち天 の王 国， 永遠 の生 命 に至 る唯一 の門 なのです。

天 父 と共 に住 む ため の必要 条件 は簡単 です。 それ

は神 の戒 め を守 り， キ リス トが お っ しゃっ た 「我 を

愛 す るな ら，我 が誠 命 を守 れ」 とい う言葉 に従 って

生 きるこ とです。

皆 様 が永遠 の生命 を得 るため に努 力 され， この地

上 に神 の王 国 を広 め．るため に働 きを続 け られ ます よ

うに。

２７



篠隷
滋 窯週灘

躍欝 １購

街 ゆ く人 々へ

家庭のタベの本 贈 る

ク リ ス マ ス お め で と う と 記 さ れ

た 美 し い カ ー ド と と も に 約 ７，８００

冊 の 「家 庭 の 夕 べ 」 が ， 贈 ら れ ま

し た 。

会 貝 ・宣 教 師 が ， 数 冊 の 家 庭 の

夕 べ の 本 を 買 い ， ご 近 所 ， 友 人 に ，

ク リ ス マ ス プ レ ゼ ン ト と し て 贈 り

ま し た 。 ま た 街 か ど で ク リ ス マ ス

・ キ ャ ロ ル を し な が ち
， 街 ゆ く 人

々 へ ， こ の 本 を プ レ ゼ ン ト し ま し

た 。

マ ッ ケ イ 大 管 長 は デ 「家 庭 の 夕

べ 」 の は し が き で ， 次 の よ う に お

っ し ゃ っ て い ま す 。

「現 代 に 起 こ る さ ま ざ ま な 出 来

事 を 通 し て ， 私 た ち は ， こ れ ま で

以 上 に お 互 い が 親 し く結 び あ う 家

２８

庭 ， 敬 け ん な 祈 り に 満 ち ， 律 法 を

敬 う 家 庭 の 中 で 子 供 に ま こ と の 原

則 を 教 え る こ と が 緊 急 に 必 要 な こ

と を ， 日毎 に 知 る こ と が で き ま す

両 親 が 愛 と 忍 耐 と理 解 の 心 を も っ

て 子 供 た ち を 集 め ， 真 理 と 正 義 の

：・ う ち に 自 ら の 言 葉 と模 範 に よ っ て

正 し い 原 則 を 教 え る よ う ， 私 た ち

は 再 度 心 よ り お 勧 め い た し ま す 或

写真 松本家



日本伝道部

伝 道 本 部

東京都 港 区南麻 布 ５の ８の １０
〒 １０６ ＴＥ ＬＯ３－４４２－７４３８

支部 ・伝道所住所録

北 海 道 地 方 部

旭 川支 部 旭 川市 ６条西 １丁 目

Ｔ Ｏ７０ Ｔ Ｅ ＬＯ１６９－２２－１５４５

札 幌支 部 札幌 市南 ２０条西 １６丁 目
〒 ０６０ Ｔ Ｅ ＬＯ１２２－５６－７１７５

室蘭支 部 室蘭 市幸 町１２の ９

〒 ０５１ Ｔ ＥＬＯ１４３－ ２－７０５４

小樽支 部 小樽 市富 岡町 １の ５の２３
〒 ０４７ Ｔ ＥＬＯ１３４－ ２－８２２４

苫 小牧 伝道 所
北 海道苫 小牧 市緑 町４３の １佐藤様 方

岩見沢 伝道所

北 海道 岩見 沢市 美園町 ６４の ３菅 野様 方

函館伝道 所

函館市 新 川町 ７の１１

東 北 地 方 部

仙 台 支 部 仙 台 市 光 禅 寺 通 り２８

〒 ９８０ Ｔ Ｅ ＬＯ２２２－ ２５－０８９７

山 形 支 部 山 形 市 七 日町 ４の １２の ２８

〒 ９９０ Ｔ Ｅ ＬＯ２３６２－３－３３８０

福 島 支 部 福 島 市 渡 利 字 小 久 保 ８ の ７

〒 ９６０ Ｔ Ｅ ＬＯ２４５２－２３－ ５３１３

新 潟 支 部 新 潟 市 明 石 ２の ２ の ５

〒 ９５０ Ｔ Ｅ ＬＯ２５２－ ４７－７７１２

青 森 伝 道 所

青 森 市 沖 館 干 苅 １８０の １８石 山 様 方

八 戸 伝 道 所

八 戸 市 大 字 糖 塚 字 野 場 先 ８の １３

男

』 慧

：鳶

● ０９ ，’

胃

誠 に 主 は 言 う。 汝 ら こ の世 に任 む 者 よ。 こ れ らの こ と汝 ｂの 中

に知 ら れ ん た め， 水 遠 の福 音 を持 ち 天 の 唯 中 を過 りて飛 ぶ わ が

天 の使 を遣 わせ り。 この 使 は す て に あ る者 た ち に 現 わ れ 人 間 に

福 音 を付 し た り。 ま た こ の使 は， こ の世 に住 む 多 くの者 に現 わ

るべ し。 而 して ， こ の 福 音 は あ ら ゆ る国 民， あ ら ゆ る 血 族 ， あ

らゆ る 国語 の民 ， お よ ひ あ ら ゆ る世 の 人 々 に宣 ぺ伝 え ら れ ん。

神 の 僕 らは 出 で行 きで 声 高 く言 うべ し。 神 を畏 れ て栄 を神 に 帰

せ よ。 神 の 審 判 の 時 来 た れ ば な り。

（教 義 と聖 約 １３３：３６～３８）

盛 岡伝道所
盛 岡市 名須 川町１０の ９

郡 山伝道所

郡 山市 虎丸町 ２２の ８三上様 方

秋 田伝 道所

秋 田市楢 山古 川新町２９の ３佐藤様 方

長岡伝 道所

新 潟県長 岡市 中島 ３の ４の１４猪俣様 方

いわ き伝道 所

福 島県 いわ き市平字 田町 １９アサ ヒ写真館 内

東 中 央 地 方 部

群 馬 支 部 高 崎 市 並 榎 町 ２７５

〒 ３７０ Ｔ Ｅ ＬＯ２７３－ ２２－７１２１

東 京 中 央 支 部 東 京 都 港 区 北 青 山 ３の ６の ４

〒 １０７ Ｔ Ｅ ＬＯ３－４００－３３０７

東 京 東 支 部 東 京 都 江 戸 川 区 西 小 岩 ５の ８ の ６

〒 １３３ Ｔ Ｅ ＬＯ３－６５８－７３１０

東 京 西 支 部 武 蔵 野 市 吉 祥 寺 東 町 １の ７の ７

Ｔ １８０ Ｔ Ｅ ＬＯ４２２－２２－６７６４

東 京 南 支 部 東：京 都 大 田 区 南 千 束 町 ２の ２５の １１

Ｔ １４５ Ｔ Ｅ ＬＯ３－７２９－ ６３１１

東 京 北 支 部 東 京 都 中 野 区 江 原 町 １の ８の １４

〒 １６５ Ｔ Ｅ ＬＯ３－９５３－ ８２４４

横 浜 支 部 横 浜 市 港 北 区 篠 原 町 ２９

Ｔ ２２２ Ｔ Ｅ ＬＯ４５－４０１－８７７２

松 本 支 部 松 本 冒、関 智 １の １の ６

〒 ３９０ Ｔ Ｅ ＬＯ２６３４－ ３ －８０９３

甲府 支 部 甲 げ：、←瑞 尺 ３丁 目 １２の ２

〒 ４００ Ｔ Ｅ ＬＯ５５２－３３－２４０９

藤 沢 伝 道 所

神 奈 川 県 藤 沢 南鵠 沼 藤 ヶ谷 ３の １２の ６友 安 様 方

前 橋 伝 道 所

前 橋 市 若 宮 町 １の ３の ３

静 岡伝 道 所

静 岡市 安 東柳 町 ２７

浜 松 伝 道 所

浜 松 市 菅 原 町 １６の １２

長 野 伝 道 所

長 野 市 権 堂 町 ２２８３

千 葉 伝 道 所

千 葉 市 猪 鼻 町 ２の ２の ８沼 倉 様 方

宇 都 宮 伝 道 所

栃 木 県 宇 都 宮 市 下 岡 本 町 １９２４



日本沖縄伝道部〈北から南から〉新年のごあいさつ

１９７０年 あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。

多 く の 祝 福 に 満 ち た １９６９年 も去 り， こ の 新 年 に 再 び 心 新 た に 主 の 御

業 に 励 も う と し て い ま す 。

こ の 年 ， 春 風 に 乗 っ て ， 日 本 の 地 に 神 様 の 祝 福 が 万 国 博 を 通 し て も

た ら さ れ る の で す 。

私 達 は 心 を一 つ に し て ， こ の 祝 福 を受 け る べ く， 準 備 し ま す 。

．そ の よ う な 新 た な 期 待 と勇 気 に あ け る こ の 新 年 。

支 部 の 力 を結 集 し て ， 出 来 る だ け ， た く さ ん の 方 々 を私 達 の 教 会 に

お 招 き し， こ の 真 の 福 音 を 知 っ て い た だ く。

¢ の 新 た な 決 意 で こ の 一 年 ， 真 心 か ら の 暖 か い 手 を さ し の べ て ，
“一 人 の 会 貝 が 一 人 の 新 し い 方 を ” を モ ッ トー に頑 張 り ま す

。

日 本 沖 縄 伝 道 部 の 伝 道 部 長 会 ， 地 方 部 長 会 ， 支 部 長 会 を 写 真 で ご 紹

介 し ま す 。 伝道部長会

沖縄地方部長会 九州地方部長会

地方部長

吉沢敏郎

近幾地方部長会

地方部長

安芸 宏

中部地方部長会 金沢支部

支部長

田中 徹

沖 縄 ●福岡 ●

北九州

め

柳井

●
●

●
名護

長崎
● 熊本

大分 ●

●
普天間

●

那覇
●

鹿児島

試

小松支部 名古屋支部

支部長

中村武史

岐阜支部 岡崎支部

支部長

板倉秀樹

春日井支部

３０



高知支部

京都支部

松山支部

高槻支部

高松支部 阿倍野支部 堺支部

西ノ宮支部

神戸支部

， ‘

柳井支部

支部長

林 忠夫

福岡支部

支部長

西俣 康

● 広島

●

松江

岡 山

●

Ｄ ． σ『
高松

神戸 西ノ宮

姫路 ● ● ●

●

松山

● 高知

℃

堺

灘 沙
高槻

●
阿倍野

●

小松

● 岐阜

名古屋

●

●

金沢

● 春日井

●岡崎

熊本支部 鹿児島支部 那覇支部 普天間支部 名護支部

支部長

屋富祖昭

、

－ρ ’ 適



、 聖

徒

の

清 い 両 親 で あ れ 道

リ チ ャ ー ド Ｌ ． エ バ ン ズ

「あ

な た の 父 と母 を敬 え。 これ は ， あ な た の神 ，主 が賜 わ る地 で ， あ な た が長 く

生 きる た め で あ る。」 １これ こ そ ，人 間 の記 憶 を は る か に さか の ぼ る古 え に ，神 の 与

え た も うた勧 告 で あ る。 この 意 味 の 敬 い とは ， 愛 し，慈 しみ ， 尊敬 し，信 頼 し， 打

ち明 け ，好 意 を示 し，有 益 な ，正 し く徳 高 き生 活 をす るな ど， 多 くの事 柄 を あ らわ

し て い た・ 敬 う と い うこ とは ， 両 親 が学 ん だ教 訓 を学 び ，両 親 が な した間 違 い を避

け る こ と と さえ 言 え る。

両 親 を敬 う人 々 が ，深 く永 続 す る満 足 を もつ て ，人 生 の幸 福 と平安 とを得 た と い

う証 拠 が あ る。 そンの す べ て は深 く考 え るべ き もの で あ る。 ま だ若 い 人 々 ，未 婚 の 人
ノ

々，小 さ な寧 族 の あ る人 々 ，子 供 に恵 ま れ よ う と して い る人 々 よ ，エ ル ドン ・タ ナ

ー副 管長 の 次 の一 つ の文 章 に しば し 目 を向 け て み よ う。

「最 も敬 うべ き両 親 は
，子 供 た ちの 両 親 とな る はず の 自分 た ち 自身 で あ る。 そ の

子 供 た ち は ，最 も よ い両 親 ， す な わ ち あな た が た とい う清 い両 親 に恵 ま れ る権 利 が

あ るの だ。」２両 親 と な る 自分 自身 を敬 う とは… ！結 婚 に際 して選 ぶ 伴 侶 の大 切 さ を

考 え よ う。、あ な た と理 想 を共 に す る人 と結 ば れ る な ら ，子 供 た ち に分 裂 を招 くこ と 、

が な い。 子 供 た ち の ため に学 び ，働 き，備 え る こ との 大切 さ を考 え よ う。 子 供 た ち

の た め １こ，徳 高 く， 清 く，親 切 で ，敬 慶 な両 親 とな る こ ≧ を考 え よ う。 愛 と理 解 ，

責 任 と尊 敬 に満 ち た家 庭 を子 供 た ち に与 え ，子 供 た ち を教 え ，大 切 に し，生 活 の細

か な点 に い た る まで導 くこ とを お ろ そ か に しな い両 親 とな ろ う。 結 婚 の 際 に な す べ

き決 意 をい ま だ して い な い ，若 い 父母 で あ る あ な た が た に ，ぜ ひ と も思 い出 して い

た だ きた い。 「最 も敬 うべ き両 親 は ，子 供 た ち の両 親 とな るは ず の 自分 た ち 自身 で

あ る。 そ の子 供 た ち は ，最 も よ い両 親 す な わ ち あ な た が た とい う清 い両 親 に恵 ま れ

る権 利 が あ るの だ。」
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１出 エ ジプ ト記 ２０：１２

２ Ｎエ ル ド ン ・タ ナ ー 副 管 長 ， １９６９年 ４月 １９日付 「チ ャ ー チ ・ニ ュ ー ス」 よ り

聖 徒 の 道
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